
様式第２号（第３条関係） 
 

審 議 会 会 議 録 

会議名称 令和３年度 第１回 伊達市健康づくり推進協議会定例会議 

議  題 

（１）令和２年度事業実績報告及び令和３年度事業計画 

 ①「第２次伊達すこやか親子２１」 

 ②特定健康診査、特定保健指導 

③「第２次健康づくり伊達２１」 

④令和３年度版 伊達市保健センター概要 

開催日時  令和３年６月 書面開催 

場  所  書面開催 

出 席 者 
 委員 15名（書面開催） 

所属部課名 健康福祉部健康推進課 

公  開 
非 公 開 
の  別 

□  公 開 傍聴者の人数   

□  非公開 非公開の理由   

【会議の概要】 

・新型コロナウイルス感染症対策のため、書面開催とした。 

・資料郵送の際に意見書を同封し、事業内容等への意見を求めた。 

 

【提出意見等】 

 なし 
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令和２年度「第２次伊達すこやか親子２１」実施結果        
 

１．妊娠･出産期                                   

○基本目標：安心して妊娠、出産ができる 

【評価指標】                   

指標名 ベースライン 令和２年度実績 中間評価目標 最終評価目標 

妊娠 11 週以下での妊娠届出率 92.4% 92.4％ 95% 95% 

マタニティ教室に満足した人の割合 91.8% 97.4％ 93% 93% 

３食食べている妊婦の割合 78% 74.1％ 85% 90% 

妊婦の喫煙率 8.1% 3.0％ 5% 3.8% 

 

主な取り組み 令和２年度実施結果 令和 3 年度計画 

母子健康手帳交

付時の相談体制

の充実 

 

・母子健康手帳

交付 

 

【妊娠届出数と母子健康手帳交付週数（割合）】 

妊娠届出者数 11 週以内 12～19 週 20 週以降 

172 名 159 名

（92.4％） 

10 名 

（5.8％） 

3 名

（1.7％） 

【妊婦一般健康診査・超音波検査の受診者数と受診結果】 

受診者

（実） 

受診者

（延） 

異常なし 要精密

検査 

要治療 未把握 

257 1,901 1,885 ７ ９ ０ 

 

・妊娠届出者全員に妊婦健診受診の勧奨、妊娠中の生活や栄養

についての保健指導、不安や疑問に対する個別対応を実施。 

・16 週以降の妊娠届出は 3 件あり、すべて「妊娠に気がつか

なかった」という理由だった。 

・妊娠週数が遅い母子健康手帳交付は、妊婦健診未受診にもつ

ながるため今後も早期交付の必要性を伝えていく必要があ

る。 

○早期に母子健康手

帳が交付されるよ

うホームページな

どでの周知を継続

する。 

 

○母子手帳交付時の

面談により妊婦の

状況を把握し、必

要時継続的な支援

を行う。 

マタニティ教室

の充実 

 

・マタニティ教   

 室 

 

【対象者数と参加者数（割合）】 

・参加者の満足度：97.4％ 

・夫の参加率は 100％であり、育児参加への意欲的な姿勢がう

かがえた。また、先輩パパママはオンライン参加となった

が、先輩パパから子育ての具体的なアドバイスを直接聞く機

会を設け、育児参加を促した。 

・参加者の中で不安のある妊婦については、個別支援を実施す

るなど教室後も継続して支援を実施。 

・教室参加者の満足度は高いものの、仕事をしている妊婦も多

いことから実施日程や内容等を工夫し、参加しやすい教室づ

くりを検討する。 

対象者数 参加妊婦数 夫・家族の参加率 

52 名 27 名（51.9％） 100％ 

○子育てのイメージ

が持てるような内

容の工夫を行う。 

 

○日程や内容を工夫

し参加しやすい教

室づくりを行う。 

食育の推進 

 

・妊婦への栄養

相談 

・母子手帳交付時に 136 名に面接相談、4 名に電話相談を実施

し、3 食バランスよく食べることを伝えた。妊娠前に欠食が

あった妊婦が 67 名（39.0％）おり、妊娠中の栄養について

改善を促した。 

 

○妊娠中の食事をき

っかけとして、き

ちんと食べる習慣

をつける必要があ

ることを伝える。 

禁煙禁酒指導 

 

・母子健康手帳

交付時やマタ

ニティ教室で

の指導 

【妊婦・家族の喫煙状況】 

 吸わない 妊娠してやめた 現在も吸う 未記入 

妊婦 73.2％ 24.6％ 2.2％ 0.0％ 

夫 45.1％ 12.6％ 41.8％ 0.5％ 

【妊婦の飲酒状況】 

 飲まない 妊娠してやめた 現在も飲む 未記入 

妊婦 42.1％ 54.1％ 0.5％ 3.3％ 

（令和 2 年度母子手帳交付時アンケートより） 

○喫煙している妊婦

や、家族が禁煙で

きるよう情報提供

を行う。 

 

 

資料１ 
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・母子健康手帳交付時に妊婦と同居家族の喫煙状況、妊婦の飲

酒状況を確認し、喫煙、飲酒があった場合にはリーフレット

を使用して禁煙・禁酒指導を実施している。 

地域への働きか

け 

 

・マタニティマ

ークの普及 

・マタニティマークについてホームページに掲載し、母子健康

手帳交付時に全ての妊婦にマタニティマークキーホルダーを

交付している。妊婦の認知度は高いが、マークの効果を実感

している妊婦は約 3 割だった。 

○マタニティマーク

について継続して

普及していく。 

ハイリスク者へ

の支援体制の充

実 

 

・母子健康手帳

交付時のリス

ク把握 

【ハイリスク妊婦】 

 ハイリスク妊婦 全妊婦に占める割合 

R2 46 名 24.9％ 

R1 29 名 17.6％ 

・支援が必要な妊婦をスクリーニングするため、リスクチェック

表を使用。リスク要因では、精神疾患の既往、妊娠がうれしく

ない、若年の順で該当するものが多かった。 

・月に 1 度係内でハイリスク妊婦検討会を実施。支援の方向性に

ついて検討し、電話や訪問等での個別支援やマタニティ教室、

新生児訪問で支援を行った。妊娠中から個別支援の必要なケー

スが年々増加していることから、妊娠期から早期に必要な支援

が行える体制が重要である。 

・医療機関との情報共有、連携を考える機会として、養育者支援

保健・医療連携システム会議への参加（２年度は書面会議）や

日赤産科との打合せを実施。 

・妊娠期養育支援連絡票や病院からの連絡により４名の妊婦に

妊娠中からの支援を実施した。 

〇子育て世代包括支

援センターの設置

によって支援体制

の充実を図る。 

 

○ハイリスク者への

支援体制の充実の

ため今後も医療機

関と密な連携を図

る。 

 

○ハイリスクチェッ

ク項目を見直し、

より適切な支援体

制について検討す

る。 

児 童虐待の予

防、早期発見 

  

＊室蘭児童相談

所、子育て支

援課、医療機

関 

・若年や経済不安、精神不安定なハイリスク妊婦は、子育て支援

課や医療機関と連携し妊娠中から継続支援を行っている。 

 

○虐待予防、早期発

見のため関係機関

との連携を行う。 
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２．子育て期 

○基本目標：安心して子育てができる 

      子どもが順調に成長、発達できる 

【評価指標】 

指標名 ベースライン 令和 2 年度実績 中間評価目標 最終評価目標 

育てにくさを感じたときに対

処できる親の割合 ※２ 

４ヵ月 82% 70.0% 85% 90% 

１歳６ヵ月 65% 55.9% 75% 85% 

３歳 67% 77.1% 75% 85% 

子どもの社会性の発達過程を

知っている親の割合 ※２ 

４ヵ月 95% 97.0％ 現状維持 現状維持 

１歳６ヵ月 94% 96.2% 現状維持 現状維持 

３歳 80% 71.3% 85% 90% 

う歯のない３歳児の割合 83.3% 87.6％ 85% 90% 

１歳６ヵ月までに四種混合

（第 1 期 3 回）・麻しん・風

しんの予防接種を終了してい

る者の割合 

四種混合 97.1% 98.2％ 現状維持 現状維持 

麻しん・風

しん 
97.1% 92.4％ 現状維持 現状維持 

※２：国の指標より 

 

主な取り組み 令和２年度実施結果 令和 3 年度計画 

新生児訪問の実施 

 

・新生児訪問 

・養育者支援保健・

医療連携システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新生児訪問】 

 出生数 対象数 訪問数 要継続支援 

R２ 164 177 159 51 

R1 173 188 168 54 

訪問後は係内で今後の方向性について月に一度検討会を開催。児の体

重確認が多いが、児の発育や授乳状況、母の体調や精神面、生活状況

についての問題が多く、電話や訪問等で継続支援を実施。 

 

【養育者支援保健・医療連携システム】 

 依頼件数 要継続支援 

R２ 40 13 

R1 44 24 

依頼内容として、児の体重増加や母の育児行動についてが多い。訪

問後は支援の方向性を検討し、継続訪問や他の母子保健事業で支援

実施。 

 

○医療機関や関係

機関と連携し、

不安なく子ども

を育てられるよ

う支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心できる健診や相

談体制の充実 

 

・産婦健診の助成 

・新生児聴覚スクリ

ーニング検査の助

成 

・乳幼児健診 

（４ヵ月・７ヵ

月・１歳６ヵ月・

３歳） 

・幼児健康相談（1

歳・2 歳・5 歳） 

 

【産婦健康診査の助成】 

 2 週間健診件数 1 か月健診件数 

R2 35 142 

R1 34 147 

【新生児聴覚スクリーニング検査の助成】 

 受診件数 （再）リファー 

R2 159 2 

R1 74 0 

【乳幼児健診】  

 対象数 受診者 要支援者 

4 か月 172 170（98.8％） 54（31.8%） 

7 か月 182 179（94.4%） 64（35.8%） 

１歳6 か月 170 158（92.9%） 67（42.4%） 

3 歳 198 181（91.4%） 95（52.5%） 
 

○関係機関と連携

し、地域の中で

子育て支援を行

う。 

 

○安心して相談で

きる健診や相談

体制をつくる。 

 

〇産後ケア事業の

実施 
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 【幼児健康相談】 

 対象数 受相者 要支援者 

1 歳 175 132（75.4%） 39（29.5%） 

2 歳 184 159（86.4%） 69（43.4%） 

５歳 237   41（17.3％） 24（58.5％） 

【健診の満足度】（7 か月・2 歳問診票にて把握） 

4 か月 1歳 6か月 

76.8％ 56.3% 

【集団場面での健診事後確認実人数】 

 年長 年中 年少 2 歳 1 歳 合計 

保育所 19 46 42 34 11 152 

幼稚園 1 23 27 21 2 74 

・例年並みの受診率を維持した。また、感染症対策として会場配置や呼

び出し時間を変更し、密にならないよう実施した。 

年齢が上がると共に要支援者は増加し、言語発達の遅れが多い。事後

確認として④市内保育所・幼稚園に巡回訪問し、関係者と方向性を検

討し必要な支援につなげている（年 2 回×10 か所）。 

・健診の満足度は高い割合だったが、コロナ禍において外出の機会が減

少し、子育て不安を感じる母が多くみられたため、今後も母の気持ち

に寄り添い、安心して相談できるよう配慮していく。 

・近年、精神疾患の既往のある母や転入などによって父以外の育児協力

者がいない母の育児不安が多い傾向にあることから、産婦健診や産後

ケア事業等による産後早期の支援が求められている。 

 

育てにくさを感じて

いる母への支援の充

実 

 

・個別支援 

・リーフレットの配  

布 

 

【個別支援】 

 訪問（実/延） 相談（実/延） 

R2 46/69 117/162 

 

・子育て支援、精神的支援、関係機関の紹介など、相談や家庭訪問など

個別で支援を実施している。 

・乳幼児健診・幼児健康相談において適切なメディア利用に関する内容

や乳児～幼児各期の『発育・発達のめやす』をわかりやすく示したリ

ーフレットを作成し、配布した。 

○個別支援をとお

し子育て不安が

解消できるよう

に支援する。 

 

 

父親の育児協力の推

進 

 

・リーフレットの配 

 布 

・講座 

 

 

※乳幼児健診・相談アンケート結果より 

・乳幼児健診・相談アンケート結果より、ほとんどの父親がある程度育

児参加している状況がみられた。 

 

○父親の育児参加

が促進されるよ

うな情報提供を

行う。 

※「「信頼でき安心した」「医師・保健師の話がよかった」「栄養相談
がよかった」のいずれかに回答した割合 
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食育の推進 

・離乳食講座 

・幼児食講座 

・親子料理教室 

・子育て支援センタ

ー栄養相談 

・新型コロナウイルス感染症の対策として、栄養教室は全て中止した。 

情報提供は、乳幼児健診の栄養相談時に、個別に行うこととした。ま

た、コロナ禍における栄養教室の実施方法について、関係機関と協議

を行った。 

・子育て支援センターに出向き、栄養士による栄養講話と個別栄養相談

を実施した。 

 

○他機関と連携し

て、感染症対策

を講じたうえで

の食育に取り組

む。 

 

歯科保健の推進 

 

・歯科健診（１歳６

ヵ月児、３歳児） 

・フッ素塗布事業  

・フッ化物洗口（保

育所、幼稚園） 

・１歳６か月児：う歯罹患率 0.6％ 

        １人平均う歯数 0.04 本 

・３歳児：う歯罹患率 12.4％  

     １人平均う歯数 0.4３本 

・フッ素塗布実施者数：延べ 681 名（対象1 歳～4 歳 11 か月） 

・健診では、歯科衛生士による歯磨き相談を実施し、早期からう歯予防

についてのブラッシング指導などを実施している。 

 

○う歯予防につい

て歯磨きやフッ

素塗布を勧め

る。 

 

関係者で共通理解の

もと支援ができる体

制づくり 

 

・母子保健支援者連

携会議 

・伊達市地域自立支

援協議会発達支援

部会 

 

・母子保健支援者連携会議の開催：２回 

・「発達に心配のある子ども」への支援や連携方法について検討を行っ

た。関係機関が地域の状況を共通認識し、連携して子育て支援を行っ

ていけるよう、今後も会議を活用していく。 

・伊達市地域自立支援協議会発達支援部会に参加し、児の発達支援に関

わる情報交換や子育て支援体制の整備等について検討した。 

○関係機関と連携

して不安なく子

育てができる地

域づくりを推進

する。 

地域の中で子育てを

支える体制づくり 

 

・育児講座 

・健診、相談 

・リーフレットの配   

 布 

 

・スキンシップ教室の廃止に伴い、子育て支援センターで開催する乳児

教室の前後に対象者の情報共有を行い、スムーズな個別支援につなが

るよう連携を図った。今後も各種事業や随時情報交換をしていくほ

か、新生児訪問では全員に子育て支援センターを紹介して利用を促

す。 

 

○地域の関係者と

連携し、子育て

支援の体制の充

実を図る。 

 

 

児童虐待の予防、早

期発見 

 

＊室蘭児童相談所、

子育て支援課、保

育所、幼稚園、医療

機関等 

・母子保健事業の一連の流れの中で虐待のリスクを視野に関係機関と連

携しながら切れ目のない支援を実施した。 

・母子手帳交付時や乳幼児健診ではアンケートに虐待のリスクを把握す

る項目を入れ、虐待予防の観点から早期に個別支援を実施。虐待予防

として関わったケースは 11 件あり、子育て支援課と連携しながら家

庭訪問や発達相談、育児相談等にのるなどの支援を実施。 

○必要な支援がで

きるように関係

機関と連携す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

３．学童･思春期 

○基本目標：正しい健康行動を学び実践できる 

【評価指標】 

指標名 ベースライン 令和２年度実績 中間評価目標 最終評価目標 

性感染症の予防について理解している

子ども（中３）の割合 
20% 71.6% 50% 70% 

自分を好きな子ども（中３）の割合 

※「好き」「どちらかというと好き」の合計 
13% 47.5% 上げる 上げる 

朝食を欠食する子ども 

の割合 

小５ 6.9% ※３ 6.9％ 下げる 下げる 

中２ 5.9% ※３ 5.9％ 下げる 下げる 

12 歳児（中１）の１人平均う歯の本数 0.97 本 0.44 本 減らす 減らす 

アルコールの危険性を知っている子ど

も（中３）の割合 
40% 未実施 60% 80% 

タバコの危険性を知っている子ども（中

３）の割合 
40% 未実施 60% 80% 

※３：全国学力・学習状況調査より 

 

主な取り組み 令和２年度実施結果 令和 3 年度計画 

性教育の実施 

 

・講話型/体験型（人形

等による抱っこ・着

替え体験、妊婦体験） 

・思春期懇話会 

＊養護教諭、室蘭保

健所保健師等 

〇性教育の実施 

・講話型  中学校３校 高校１校 延 229 名 

・体験型  実施なし  

〇思春期懇話会（養護教諭等関係者）  実施なし  

 

・新型コロナウイルス感染症の影響により、学校からの依頼が減少

した。また、体験型は感染リスクが懸念されたため中止した。代

わりに物品を一定期間学校に貸し出して対応した。 

・思春期懇話会は、新型コロナウイルス感染症の影響により開催を

中止したが、正しいメディア利用、LGBTQ への理解など新たな

課題も見られることから、現状に合わせた思春期教育の実施につ

いて検討が必要である。 

○関係者と連携

し、望ましい思

春期教育の内容

について検討す

る。 

 

 

 

 

 

食育の推進 

 

・保護者へ向けての情

報発信 

・高校生を対象とした

食育活動 

・関係機関との情報共    

 有 

・児童クラブの食育教室は、新型コロナウイルス感染症対策のため

に中止とした。 

・栄養バランスの良い食事に関する情報や、親子で作れるレシピを

掲載したリーフレットを作成し、市内小中学校に配付を依頼し

た。 

・新型コロナウイルス感染症対策として、高校生を対象とした食育

教室は中止した。食生活改善推進員が作成したレシピを高校２校

に配付することで、情報提供を実施した。 

・関係機関と食に関する情報交換会を開催し、学童期の食の現状や

課題について共有した。 

○関係機関と連携

し、継続して実

施していく。 

 

 

 

 

 

 

学校保健との連携の強

化 

 

・健康教育―がん教育 

・フッ化物洗口（小学

校、中学校） 

・ピロリ菌検査・除菌

支援事業 

 

 

 

 

 

・がんについての健康教育 

 小学校 2 校、中学校 1 校  延べ 85 名に実施 

 新型コロナウイルス感染症の影響により実施回数が減少した。代

替として資料提供を行い、教諭が授業を行う学校もあった。 

【フッ化物洗口実施状況】 

 在籍数 実施者 実施率 

小学校（９） 1,393 1,287 92.4％ 

中学校（４） 840 707 84.2％ 

【ピロリ菌検査・除菌実施状況】（対象：伊達市に住民票のある中学 3年生） 

 対象者 受診者 実施率 結果 

1 次検査 287 252 87.8％ 陰性 241、陽性 11 

2 次検査 11 11 100％ 陰性９、陽性２ 

陽性者２名に除菌治療を行い、1 名成功、1 名結果待ちである。 

○学校保健と連携

を図り、生活習慣

や歯科保健に関す

る正しい知識の普

及、ピロリ菌検査

を・除菌支援を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度特定健康診査実施結果（主管：保険医療課）

＜特定健診受診状況等＞

　◆対象：40～74歳の国民健康保険加入者（被保険者・被扶養者）

　◆内容：基本的な健診～質問項目、身体計測（身長、体重、腹囲）、血圧測定、血中脂質検査、肝機能検査、血糖検査、尿検査（蛋白、糖）
　　　　　　　　　　　　      ※追加項目：伊達市では、腎機能検査（血清クレアチニン、血清尿酸）を全員に対して追加実施。

　　　　　詳細な健診～貧血検査、心電図検査（一定の基準の下、医師が必要と認めた場合に実施。）

　◆実施方法：集団健診（胃がん・肺がん・大腸がん検診との同時実施）～年８日間（健康推進課にて実施）

　　　　　　　集団健診（ＪＡ組合員を対象。胃がん、肺がん、大腸がん検診との同時実施）～年３日（JA本所会議室にて実施）

　　　　　　　集団健診（日帰りドック事業。胃がん、肺がん、大腸がん検診との同時実施）～年５日（市民活動センターにて実施）

　　　　　　　個別健診（胆振西部医師会への委託により、１3医療機関で実施）～翌年２月末日まで

　◆周知方法：①年度当初に対象者へ「特定健康診査受診券」を発行　　②広報紙及びホームページ、フェイスブックの掲載

　　　　　　　③新聞折込・新聞記事掲載　　④個別通知（大滝区）　　⑤コミュニティFMによるPR（年２回）

　　　　　　　⑥健診未受診者等を対象に、はがき及び電話による受診勧奨　（はがき送付数：6,252通[前年2,800通]、電話勧奨数：101名[前年1,313名]）

　　　　　　　⑦シルバー人材センターに対し、特定健診について登録会員への情報提供を依頼（R2.8実施：340部配付）

■受診者数の推移（国庫負担実績報告値）
年度 平成2９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

受診者数 2,173人 2,098人 1,956人 1,724人

■法定報告基準に基づく受診率の推移
平成2９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

対象者数 6,153人 5,869人 5,665人 5,610人

受診者数 2,019人 1,969人 1,813人 1,598人

受診率 32.8% 33.5% 32.0% 28.5%

※　令和２年度の数値は見込値です。

※　国が定める法定報告の受診率は、年度途中に国保資格を喪失した者等を

　除外するため、市が事業で行った受診者数等と異なります。

■特定健診実施率（第３期伊達市特定健診等実施計画）
平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

実施率目標 35% 40% 45% 50%

実施予測数 2,223人 2,486人 2,739人 2,984人

　◆目的：内臓脂肪型肥満に着目し、その要因になっている生活習慣を改善するための保健指導を行い、糖尿病等の生活習慣病の有病者・予備群を
　　　　　減少させる。

32.8%

33.5%

32.0%

28.5%
27.5%

28.5%

29.5%

30.5%

31.5%

32.5%

33.5%

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

受
診
率
（
％
）

資料２
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※　集団健診には、脳ドック・短期人間ドック・日帰りドック事業の受診者数も含む。

年代別受診割合の推移 60歳代の受診内訳
平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

40歳代 16.52% 16.59% 18.11% 16.36% 個別健診 189人 202人 164人 128人

50歳代 25.71% 26.26% 25.35% 20.32% 集団健診（下記除く） 644人 574人 490人 460人

60歳代 32.81% 33.29% 30.97% 30.02% 脳・短期ドック 146人 151人 115人 97人

70歳代 37.80% 37.58% 36.58% 30.87% 合　　　　計 979人 927人 769人 685人

※　分母には入院者等も含まれています。

《評価等》

・60歳代の集団健診受診率が全体の受診率に影響を与えるほど大幅に低下した。

・令和３年度の特定健診事業実施については、前年度同様60歳代の受診状況を注視するとともに、北海道国民健康保険団体連合会等と連携し、

データ分析による効果的・効率的な受診勧奨を実施する。

431人 451人 422人
306人

1,742人
1,647人

1,534人
1,418人

人

200人

400人

600人

800人

1,000人

1,200人

1,400人

1,600人

1,800人

2,000人

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年

健診種別毎の受診者数の推移

個別健診

集団健診

136人 136人 140人 123人

234人 230人 220人
178人

979人
927人

769人
685人

824人 805人

827人

739人

人

200人

400人

600人

800人

1,000人

1,200人

平成29年度平成30年度令和元年度 令和２年度

年代別受診者数の推移

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

※国庫負担実績報告値
年度中資格喪失者等を含む

※国庫負担実績報告値
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令和２年度　特定保健指導実施結果（主管：保険医療課）
（特定保健指導の対象者）

◆特定保健指導対象者：特定健康診査の結果及び質問項目から生活習慣病のリスクがある者

◆内容：動機付け支援～初回面接による支援を原則1回として、初回から3ヶ月以上経過後に評価を行う。 ④喫煙歴 40～64歳 65～74歳

　　　　積極的支援　～初回面接後3ヶ月以上の継続的な支援を行い、初回から3ヶ月以上経過後に

　　　　　　評価を行う。 あり

◆実施方法 なし

　集団支援～生活習慣病を予防する栄養講話や試食、運動実技の指導。

　個別支援～結果説明会における個別面談や対象者の都合に合わせた来所や訪問による保健指導の実施。 あり

◆周知方法：①個別通知(結果説明会への案内、保健指導利用勧奨)　②電話による勧奨 なし

※糖尿病、高血圧症、脂質異常症の治療に関わる服薬をしている人は除外

１．初回面接実施状況
　(1)特定保健指導発生率、実施率

対象者数 発生率 実施者数 実施率

令和２年度 199 11.5% 113 56.8%

　(2)健診種別初回面接実施率

集団健診 個別健診 合計 目標値(＊)

令和2年度 71.8% 35.4% 56.8% 60%

令和元年度 78.8% 17.9% 60.6% 60%

平成30年度 86.0% 17.9% 62.0% 60%

平成29年度 76.9% 46.8% 71.0% 55%

平成28年度 83.9% 52.1% 74.7% 50% 　　　(3)前年度特定保健指導実施者の本年度特定保健指導対象状況

　 (＊)伊達市特定健康診査等実施計画より

　＜参考＞法定報告   　　　　　　
受診者数 対象者数 終了者 終了率

令和元年度 1,813 225 113 50.2%

平成30年度 1,969 265 165 62.3%

平成29年度 2,019 258 128 49.6%

平成28年度 2,021 251 123 49.0%

平成27年度 2,101 238 111 46.6%

追加リスク 対象
①血糖②脂質③血圧

85㎝以上
（男性）
90㎝以上
（女性）

２つ以上該当 積極的
支援 動機付け

支援１つ該当

３つ該当 積極的
支援 動機付け

支援
２つ該当

１つ該当

腹囲

上記以外で
BMI25以上

・個別健診対象者の特定保健指導実施率は上昇したが、集団健診対象者の実施率が低下し、全体としては昨年度よりも低下した。例年個別健診は健康意識の高まっている健診時ではなく、

２～３月後の案内となるため実施率が下がる傾向にあるため、個別健診対象者の実施率向上が課題である。

・今年度の新たな取り組みとして、日帰りドック健診においても問診の時点で特定保健指導対象者となることが確定している者に対して特定保健指導の分割実施を行った。前年度よりも

日帰りドック対象者の実施率は下がったが、すべての積極的支援該当者に分割実施することができ、他の集団健診と同程度の実施率を確保することができた。

・R1年度対象者の特保実施の有無によるR2年度の改善傾向を比較すると、再度対象となる者の割合に大きな差はなかったが、健診結果が改善し、対象外となる者の割合は特保を実施し

た者の方が大幅に高い割合となり、特保を受けてもらうことによる効果を確認することができた。

74.7%
71.0%

62.0% 60.6%
56.8%

H28 H29 H30 R1 R2

初回面談実施状況の推移
83.9%

76.9% 86.0% 78.8%
71.8%

52.1% 46.8%

17.9% 17.9%
35.4%

Ｈ28 H29 H30 R1 R2
集団 個別

健診別初回面接実施率の推移

17 14.7% 3 5.9% 3 8.8% 0 0.0%

4 3.4% 4 7.8% 1 2.9% 2 11.8%

47 40.5% 19 37.3% 2 5.9% 4 23.5%

3 2.6% 0 0.0% 9 26.5% 1 5.9%

7 6.0% 1 2.0% ー ー ー ー

38 32.8% 24 47.1% 19 55.9% 10 58.8%受診なし

R2年度

状況

R1年度特保対象者

動機付け

積極的

後期高齢

服薬開始による除外

改善による除外

動機付け支援 積極的支援

指導あり 指導なし 指導あり 指導なし
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令和２年度　がん検診実施結果

・各種がん検診受診率は昨年度と比べて減少した。また、コロナによる受診控えや受診の必要性への理解不足のためか、

　精検受診率も低下した。引き続き受診勧奨を行い、精検受診率向上に努めていく。

・乳がん検診は40～50代、子宮がん検診は30～40代の好発年齢層の受診率が上昇した。圧着はがきや

　乳幼児健診での受診勧奨、休日・夕方検診の実施等、若い世代が受けやすい環境づくりによる効果が見られている。

　 

▽がん検診受診状況

R2 R1 R2 R1 R2 R1 R2 R1

胃がん 9.5% 13.2% 9.0% 8.7% 70.5% 79.7%

肺がん 20.0% 25.0% 2.2% 2.2% 71.9% 75.7%

大腸がん 16.0% 20.0% 5.2% 5.6% 67.3% 76.7%

子宮がん 20.8% 21.1% 0.8% 1.3% 57.1% 66.7% 4.2% 8.1%

乳がん 24.4% 25.8% 3.5% 3.4% 81.8% 88.9% 27.1% 29.1%

▽子宮がん検診受診勧奨の年度比較

20 ～30
代の勧奨

者数

勧奨者の
うちの受
診者数

受診率
受診率の

増加

1,102 18 1.6% ―

R1
(圧着はが

き)

H30
(普通はが

き)

R2
(圧着・普通

はがき)

4.6

9.2

受診率 要精検率 精検受診率 クーポン利用率

1,131 174 15.4%

1,077 67 6.2%
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「第２次健康づくり伊達21」令和２年度分野別事業実績・令和３年度事業計画

　１.生活習慣病

　①市民・家庭の取り組み
・広報や出前講座などを活用し、生活習慣病など、健康についての知識を高める。
・健(検)診を受診し、生活習慣を見直す。また、必要な場合は必ず精密検査を受診し病気の早期発見と早期治療に
　努める。

・治療中の病気について、主治医とよく相談し、悪化防止など健康管理に努める。

◎新規事業
　②地域の取り組み

生活習慣病についての啓発と予防や健康管理に関する情報提供

＊地域団体 ＊地域団体
＜食生活改善協議会＞ ＜食生活改善協議会＞
　・地区栄養教室：新型コロナ対策のため中止 　・生活習慣病予防に関する知識の普及と
　・適正体重およびBMIの普及、地元食材を利用した手軽な試食 　　減塩、バランスの良い食事の試食提供
　　の提供、減塩の普及、生活習慣アンケートの実施 　・適正体重およびBMIの普及
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2回　115人 　・地元食材を利用した手軽な試食の提供
　・例会にて免疫力向上やフレイルに関する講話の実施 　・減塩、ファイトケミカルスープの普及
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4回　 96人　 　・生活習慣アンケートの実施

　・生活習慣病予防減塩推進スキルアップ事業
＊保健医療専門家 ＊保健医療専門家
＜胆振西部医師会＞ ＜胆振西部医師会＞
　・講演会の開催（3回）：新型コロナウイルス感染症対策 　・講演会の開催　演題・時期未定
　　　　　　　　　　　　 のため中止　
＜室蘭歯科医師会＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・広報掲載　3回（健康推進課協力） 　・広報掲載　1記事（健康推進課協力）
　　内容：オーラルフレイル、口腔がん検診、口腔ケア
＊職域・事業所 ＊職域・事業所
＜ＪＡ伊達市＞ ＜ＪＡ伊達市＞
　・組合員に対して広報紙による情報提供　（健康推進課協力） 　・組合員に対して広報紙による情報提供

　（健康推進課協力）

＊地域団体 ＊地域団体
＜スポーツ協会＞ ＜スポーツ協会＞
　・特定健診ポスターの掲示 　・特定健診ポスターの掲示
　・けんしんカレンダーの据え置き（通年） 　・けんしんカレンダーの据え置き（通年）
＊保健医療専門家 ＊保健医療専門家
＜胆振西部医師会＞ ＜胆振西部医師会＞
　・特定健診受診勧奨ポスターの掲示 　・特定健診受診勧奨ポスター掲示
　・けんしんカレンダーの据え置き（通年） 　・けんしんカレンダーの据え置き（通年）
　・特定健診の実施（市内8医療機関）804人　※個別健診分 　・特定健診の実施（市内8医療機関）
　・各種がん検診の実施（市内5医療機関）　※個別検診分 　・各種がん検診の実施（市内5医療機関）
　　*胃がん：303人　肺がん：841人　大腸がん：931人
　　 子宮がん：134人　乳がん：166人
＜室蘭歯科医師会＞ ＜室蘭歯科医師会＞
　・けんしんカレンダーの据え置き（通年） 　・けんしんカレンダーの据え置き（通年）
　・口腔がん検診の実施（健康推進課協力）　51人 　・口腔がん検診の実施（健康推進課協力）
＊職域・事業所 ＊職域・事業所
＜商工会議所＞ ＜商工会議所＞
　・特定健診ポスターの掲示 　・特定健診ポスター掲示
　・けんしんカレンダーの据え置き（通年） 　・けんしんカレンダーの据え置き（通年）
　・会員事業所へのけんしんカレンダーの配布 　・けんしんカレンダーの配布
　・会議所職員対象の特定健診及びがん検診を実施 　・会議所職員対象の特定健診及びがん

　　検診を実施
＜ＪＡ伊達市＞ ＜ＪＡ伊達市＞
　・職員や組合員に対し人間ドック、定期健診、健康相談を実施 　・職員や組合員に対し人間ドック、定期

　　健診、健康相談を実施

方向性と目標
令和２年度事業実績

方向性と目標 各種健(検)診と保健指導の実施率向上

令和３年度事業計画

＜室蘭歯科医師会＞

令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

資料３
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　③行政の取り組み
生活習慣病についての啓発と予防や健康管理に関する情報提供

＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
　・広報掲載　4記事 　・広報掲載　4記事
　・ホームページでの情報提供（通年） 　・ホームページでの情報提供（通年）
　・フェイスブックでの情報提供（随時） 　・フェイスブックでの情報提供（随時）
　・ワイラジオでの情報提供（随時） 　・ワイラジオでの情報提供（随時）　
　・宅配講座メニューの広報掲載 　・宅配講座メニューの広報掲載　　
　・特定(シルバー)健診受診者へリーフレットの送付 　・健診受診者へリーフレットの送付
　・健康教育　24回　 442人 　・健康教育（企業向け・宅配講座）の実施
 　  *企業向け出前講座　1回32人／宅配講座　23回 410人 　・健康づくりサポーター事業の周知と活動推進
　・健康づくりサポーター事業の周知 　  *広報掲載　1記事
　　*ホームページでの情報提供（18団体）     *ホームページでの情報提供（18団体）
　・健康づくりサポーターイベントの開催　中止 　・健康づくりポイント事業の周知とカード
　・健康づくりポイント事業の周知とカード発行促進 　　利用促進
　　*だてまちカードの発行　96枚（R3.3月末）     *だてまちカードの発行
　　*スタンプラリーの実施  　 *スタンプラリーの実施

＜保険医療課＞ ＜保険医療課＞
　・広報掲載　2記事 　・広報掲載　2記事
　・ホームページでの情報提供（通年） 　・ホームページでの情報提供（通年）
　・けんしんカレンダー据え置き（通年） 　・けんしんカレンダーの据え置き（通年）
　・特定健診ポスターの掲示 　・特定健診ポスターの掲示
　・特定健診受診券同封リーフレットの送付　6,169通 　・特定健診受診券同封リーフレットの送付
　・国保新規・途中加入者へのリーフレットの配布　約1,000世帯 　・国保新規・途中加入者へのリーフレット
　・シルバー人材センター会員への受診勧奨チラシの配付 340部　 　　の配布
　　・業者委託による健診受診勧奨通知（申込み返信ハガキ付） 　・業者委託による健診受診勧奨通知
　　の送付　　　　　　　　　　　　　　　6,252通 　　（申込返信ハガキ付）
　・業者委託による電話受診勧奨　　　　　101件 　・業者委託による電話受診勧奨

＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
  　・特定健診実施市内医療機関への健診実施報告・協力依頼 　・特定健診実施市内医療機関への健診
　・広報掲載　7記事　 　　実施報告・協力依頼
　・ホームページでの情報提供（通年） 　・広報掲載　5記事
　・フェイスブックでの情報提供（随時） 　・ホームページでの情報提供（通年）
　・けんしんカレンダーの配布・据え置き（通年） 　・フェイスブックでの情報提供（随時）
　・新聞折込チラシ
　・乳幼児健診での乳子宮がんリーフレット配布 　・新聞折込チラシ
　・がん検診未受診者、年齢別対象者、個別勧奨（クーポン）
　　未受診者へハガキ勧奨  7回　8,789人（子宮、乳） 　・がん検診未受診者、年齢別対象者、個別
　・特定保健指導対象者への結果説明会の実施　計4回　126人 　　勧奨（クーポン）未受診者へのハガキ勧奨
　・特定保健指導対象者への保健指導　実184人　延226人 　・特定保健指導対象者への結果説明会の実施
　・要精検者への受診確認・受診勧奨 　・特定保健指導　
　　*特定（シルバー）健診　延229人 　・要精検者への受診確認・受診勧奨
　　*がん検診(胃・肺・大腸・子宮・乳)　延85人 　・特定(シルバー)健診受診者への保健指導
　・特定(シルバー)健診受診者への保健指導 　・糖尿病性腎症重症化予防対策における
　　*医師の指示に基づく指導　33人 　　保健指導
　　*受診勧奨値を大幅に超える者への指導　実99人　延105人 　・宅配講座や企業向け出前講座でのがん検診
　　*希望等による指導　69人 　　受診勧奨
　・糖尿病性腎症重症化予防の精検受診勧奨　実19人　延27人　 　・中学生ピロリ菌検査結果を送付した
　・宅配講座や企業向け出前講座でのがん検診受診勧奨 　　保護者向けのがん検診受診勧奨（2年生）　
　・企業向け出前講座の機会を活用したがん検診受診勧奨　
　・中学生ピロリ菌検査結果を送付した保護者向けのがん検診
　　受診勧奨　287世帯（市内中2、市外通学中2・3年生）

各種健(検)診と保健指導の実施率向上

　・けんしんカレンダーの配布・据え置き（通年）

　・乳幼児健診での乳子宮がんリーフレット配布

令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

方向性と目標
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「第２次健康づくり伊達21」分野別事業実績・事業計画

　２.食生活・栄養

　①市民・家庭の取り組み
・広報や栄養教室、食のイベントなどを活用し、健康的な食生活についての知識を高める。
・地元の食材を積極的に取り入れながら、バランスの良い食事を心がける。
・適正体重の維持に努める。

◎新規事業
　②地域の取り組み

健康的な食生活についての情報提供

＊地域団体 ＊地域団体
＜食生活改善協議会＞ ＜食生活改善協議会＞
　・地区栄養教室の開催　　 　　　　　　中止　 　・地区栄養教室の開催　　　※再掲
　・適正体重およびBMIの普及、地元食材を利用したレシピの 　・適正体重およびBMIの普及等
　　提供、減塩の普及等食の情報提供 　　２回    115人 　　食の情報提供           ※再掲
　◎「食改さんおすすめレシピ」の作成・配布　 　５回　 2255枚 　・道依頼事業の実施
　・道依頼事業の実施（緑丘・伊達高校） ２回　　 40枚※再掲　　　　　　　　　◎乳児健診時の乳児栄養教室の開催
　・けんこうフェスティバルでの食育情報の提供　　中止

＜スポーツ協会＞ ＜スポーツ協会＞
　・食とストレッチと健康のお話　　　　　中止 　・食に関する事業は予定なし
　　（食育センター、健康推進課協力）

＊職域・事業所 ＊職域・事業所
＜食育センター＞ ＜食育センター＞
　◎お食事付食育講座の実施　　　　　　　中止 　・お食事付食育講座の実施　毎月1回
　・食育料理教室　　　　　　　　　　　　中止 　・食育料理教室の実施　　　毎月1回

地元食材を生かしたおいしくヘルシーなメニューの開発

＊地域団体 ＊地域団体
＜食生活改善協議会＞ ＜食生活改善協議会＞
　・食の情報提供時における地元食材を利用した試食や 　・食の情報提供時における試食や
　　レシピの提供（試食は中止）　 　　　7回　2370人 ※再掲 　　レシピの提供
　・地元食材を利用したバランスの良い献立での 　・地元食材を利用した献立での栄養
　　栄養教室の開催　　　　　　　　　　　　　　中止 ※再掲 　　教室の開催　
　・例会におけるヘルシーメニューの考案、学習 　・例会における「えったま333」を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　４回　延96人 　　利用したメニュー考案と学習

＊職域・事業所 ＊職域・事業所
＜ＪＡ伊達市/JA伊達市女性部＞ ＜ＪＡ伊達市/JA伊達市女性部＞
　・農業・漁業大物産まつりにおける伊達産野菜を 　・農業・漁業大物産まつりにおける
　　使用した商品販売、地元農産物のPR　　　　　中止 　　伊達産野菜を使用した商品販売、
　・けんこうフェスティバルでの食育情報の提供　中止 ※再掲 　　地元農産物のPR
　・くみあいマーケットでの地元野菜の無料配布　６回

＜商工会議所＞ ＜商工会議所＞
　・市からの案内等、情報提供　　　　　約650事業所

＜食育センター＞ ＜食育センター＞
　・食育料理教室　　　　　　　　　　　　　　　中止 ※再掲 　・食育料理教室の実施　　毎月1回

個別性を重視した栄養相談の実施

　 ＊職域・事業所 ＊職域・事業所
＜ＪＡ伊達市＞ ＜ＪＡ伊達市＞

　・市からの案内等、情報提供

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

　◎北農健保組合保健師によるリモート健康相談の実施　24人 　・健康相談の実施　　　　※再掲

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画
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　③行政の取り組み
健康的な食生活についての情報提供

＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
　・広報掲載　　　　　　　　 　　　　9記事 　・広報掲載　
　・ホームページでの情報提供　　　　15記事 　・ホームページでの情報提供
　・フェイスブックでの情報提供　　　 1記事 　・フェイスブックでの情報提供

　・地区栄養教室その他栄養教室の開催 
　・関係団体への協力支援（健康教育）　 2回  54人　 　・関係団体への協力支援
　・食品ハンドスケール等の配布　　　　18回 131部 　・食品ハンドスケール等の配布
　・腹八分目の普及　　　　　 　　　　 26回  26人 　・腹八分目の普及
  ・バランスの普及　　　　　 　　　　136回 334人 　・バランスの普及

　・考える栄養教室の周知と実施

地元食材を生かしたおいしくヘルシーなメニューの開発

＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
　・広報掲載　9記事 ※再掲 　・広報掲載　※再掲
　・ホームページへのレシピ掲載　　15記事　※再掲 　・ホームページへのレシピ掲載
　・食イベントや学習の場に合わせたレシピの考案と普及　　 　・食イベントや学習の場に合わせた　　
　・地元食材を使った献立の情報提供 　　レシピの考案と普及
　・関係団体への協力支援 　・地元食材を使った献立の情報提供

  ・関係団体への協力支援　※再掲

個別性を重視した栄養相談の実施

＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
　・医療機関と連携した栄養相談の実施　　延30人　 　・医療機関と連携した栄養相談の実施　
　・希望者への栄養相談の実施　　　　　 　140回 延149人 　・希望者への栄養相談の実施　
　・特定保健指導の実施　　　　　　　　　実47人 延 64人 　・特定保健指導の実施　
　・食育センターと連携した特定保健指導対象者や 　・食育センターを活用した特定保健指
　　高血糖・高血圧者への「栄養・運動講座」の実施  16人 　　導者や高血糖対象者・高血圧対象者
  ・高齢者の低栄養予防のための訪問支援　　　　　 　2件     への「栄養・運動講座」の実施

  ・高齢者の低栄養予防等個別栄養相談、
　　訪問の実施

食環境の整備

＜商工観光課＞ ＜商工観光課＞
　・伊達野菜ブランドマネージャーとの連携による 　・伊達野菜ブランドマネージャーとの
　　健康関連事業への支援 　　連携による健康関連事業への支援

＜健康推進課＞
　・ほっかいどうヘルスサポートレストラン事業についての ＜健康推進課＞
　　情報提供（室蘭保健所を通じた協力） 　・ほっかいどうヘルスサポートレスト
　・健康づくりサポーターイベントの開催　　中止※再掲 　　ラン事業についての情報提供
　・健康づくりサポーター事業の周知        ※再掲 　・健康づくりサポーター事業の周知
　・食育に関する情報交換会の開催　　　　　2回　19人 　　※再掲

　・食育に関する情報交換会の開催

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

　・地区栄養教室その他栄養教室の開催  12回 183人

方向性と目標
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「第２次健康づくり伊達21」分野別事業実績・事業計画

　３.身体活動・運動

　①市民・家庭の取り組み
・生活の中で意識して体を動かし、自分にあった運動を見つける。
・運動する機会を見つけ、積極的に参加する。
・運動習慣を身につけ、生活習慣病予防に努める。

◎新規事業
　②地域の取り組み

運動の必要性や効果についての情報提供

＊地域団体 ＊地域団体
＜スポーツ協会＞ ＜スポーツ協会＞
　・広報掲載（教室案内） 　・広報掲載（教室案内）
　・ホームページでの情報提供（通年） 　・ホームページでの情報提供（通年）
　・ポスター掲示 　・ポスター掲示

＊職域・事業所 ＊職域・事業所
＜ＪＡ伊達市＞ ＜ＪＡ伊達市＞
　◎北農健保による事業訪問（リモート健康相談）の実施　24人 　・北農健保　健康相談の実施

＊地域団体 ＊地域団体
＜スポーツ協会＞ ＜スポーツ協会＞
　・各種運動教室の周知 　・各種運動教室の周知
　・体育館に登録しているサークルの紹介 　・体育館に登録しているサークルの紹介
　・各種運動教室の開催 　・各種運動教室の開催
　　*スポーツ教室　1種目　61回　延750人 　　*健康づくり軽スポーツ教室
　　*初心者講習会　中止 　　*市内小中学生卓球講習会
　・食とストレッチと健康講習会　中止 　　*総合体育館まつり
　（健康推進課協力） 　　*陸上講習会

＜スポーツ推進委員会＞ ＜スポーツ推進委員会＞
　・自治会でのスポーツの普及　　中止　 　・自治会でのスポーツの普及　
　・ニュースポーツの普及 　・ニュースポーツの普及活動
　　*ふまねっと講習会　2回　17人 　◎ファミリーバドミントンに替わる新た
　◎軽スポーツセミナー（わっくわっく広場代替事業）1回17名 　　なニュースポーツの普及

＜地域体育振興会＞ ＜地域体育振興会＞
　・スポーツ協会が実施する各種教室への協力 　・スポーツ協会が実施する各種教室
　　*大会　3種目　3回　延418人 　　への協力
　※新型コロナウイルス感染症対策のため、予定していた2大会
　　が中止

令和２年度事業実績 令和３年度事業計画
方向性と目標 日常生活に運動を取り入れるためのきっかけづくり

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画
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　②地域の取り組み

＊地域団体 ＊地域団体
＜スポーツ協会＞ ＜スポーツ協会＞
　・各種大会の開催　  2種目　3回　470人 　・各種大会の開催
　・ふまねっと運動出前講座   2回　 17人 　・ふまねっと運動出前講座
　・各イベントの開催　　中止

＜ＮＰＯ法人伊達市スポーツ協会及び
＜ＮＰＯ法人伊達市スポーツ協会及び(株)道南スコーレ共同事業体＞ 　(株)道南スコーレ共同事業体＞
　・運動イベント　24回　延406人 　・運動イベントの開催

＜スポーツ推進委員会＞ ＜スポーツ推進委員会＞
　・スポーツ協会主催の各種大会等への協力 　・スポーツ協会主催の各種大会等への
　　*大会　2回     協力
　・各地域活動の手伝い　中止 　・各地域活動への協力
　・審判講習会　中止 　・審判講習会の開催
　・近隣スポーツ推進委員との交流　中止 　・近隣スポーツ推進委員とのスポーツ

　　交流・情報交換

＜地域体育振興会＞ ＜地域体育振興会＞
　・体育協会、スポーツ推進委員会等が実施する各種大会等 　・体育協会、スポーツ推進委員会等が
　　の協力 　　実施する各種大会等の協力　　※再掲

　③行政の取り組み
運動の必要性や効果についての情報提供

＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
　・広報掲載　2記事 　・広報掲載　2記事
　・ホームページでの情報提供（通年） 　・ホームページでの情報提供（通年）

　・フェイスブックでの情報提供（随時）
  ・地域活性化起業人プログラムによる
　　取組

日常生活に運動を取り入れるためのきっかけづくり

＜生涯学習課＞ ＜生涯学習課＞
　・広報・ホームページでの情報提供（通年） 　・広報・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでの情報提供（通年）
＜企画課・生涯学習課＞ ＜企画課・生涯学習課＞
　・市内活動団体やサークルの情報をまとめた「伊達市民 　・「伊達市民活動ガイド」作成・ホーム
　　活動ガイド」を作成し、ホームページでの情報提供（通年） 　　ページでの情報提供（通年）
＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
　・特定保健指導や健診事後指導及び健康教育にて運動に関する 　・特定保健指導や健診事後指導及び健康
　　保健指導の実施 　　教育にて運動に関する保健指導の実施
　・食育センターを活用した特定保健指導者や高血糖対象者への 　・食育センターを活用した特定保健指導
　　　「栄養・運動講座」の実施 　　 者や高血糖対象者・高血圧対象者への
　・特定保健指導者への「栄養・運動講座」の実施　4人　※再掲 　　「栄養・運動講座」の実施　　※再掲
　・高血糖・高血圧対象者への「栄養・運動講座」の実施　5人　 　・健康づくりサポーター事業の周知と

　　活動推進　　※再掲
　・特定（シルバー）健診結果送付時の運動チラシ同封 　・特定（シルバー）健診結果送付時の
　・健康づくりサポーター事業の周知　　　　　　    ※再掲 　　運動チラシ同封
　・健康づくりサポーターイベントの開催　　　中止　※再掲 　・健康づくりポイント事業の周知と
　・健康づくりポイント事業の周知とカード発行促進　※再掲 　　カード利用促進　　※再掲

＜生涯学習課＞ ＜生涯学習課＞
　・各種スポーツ施設の充実 　・各種スポーツ施設の充実
　　*まなびの里サッカー場屋内運動場及び研修棟の修繕 　　＊まなびの里サッカー場人工芝
　　*総合体育館温水プールの備品購入 　　　メンテナンス
　・学校開放事業の開放 　　＊　〃　研修棟受変電設備改修工事
　　*市内小中学校（小学校7校、中学校2校、義務1校）　 　・学校開放事業の開放
 　　 2,487回　40,335人 　　*市内10校

令和３年度事業計画

方向性と目標 市民が身近にスポーツや運動を楽しめる環境づくり
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

令和２年度事業実績

※再掲

方向性と目標 市民が身近にスポーツや運動を楽しめる環境づくり
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

方向性と目標

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画
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「第２次健康づくり伊達21」分野別事業実績・事業計画

　４.休養・こころの健康

　①市民・家庭の取り組み
・ストレスとうまく付き合い、質の良い睡眠を心がける。
・うつ病などこころの健康に関心をもち、正しい知識を持つよう努める。
・悩んでいる人に気づき、声かけや話を聞き、相談機関などにつなげるよう努める。
・家族や周囲の人にうつの兆候があることに気づいたら、医療機関や専門機関への相談をすすめる。

　②地域の取り組み ◎新規事業
こころの健康や相談事業に関する普及啓発

＊地域団体 ＊地域団体
＜食生活改善協議会＞ ＜食生活改善協議会＞
　・健康増進事業への参加の呼びかけ 　・健康増進事業への参加の呼びかけ
　・会員の資質向上及び交流　　　　　延96人 　・会員の資質向上及び交流
　（例会にて免疫力向上やフレイルをテーマにした講話を実施）
＊保健医療専門家 ＊保健医療専門家
＜胆振西部医師会＞ ＜胆振西部医師会＞
　・診療を通じて、正しい知識の普及と専門機関での相談対応 　・診療を通して、正しい知識普及と
　　（12医療機関） 　　専門機関での相談対応（12医療機関）

＊職域・事業所 ＊職域・事業所
＜ＪＡ伊達市＞ ＜ＪＡ伊達市＞
　・ストレスチェックの実施　　　　　169人 　・ストレスチェックの実施

＜商工会議所＞
　・健康推進課からの案内等を会員
　　事業所に情報提供

＜職員法制課＞ ＜職員法制課＞
　・ストレスチェックの実施　　　　　    年1回 435人 　・メンタルヘルスセミナーの職員派遣
　・共済組合等に関する事業 　・メンタルヘルスマネジメント実践
　　*共済健康ニュースの配信　      　　　   毎月1回 　　研修会への管理監督者の派遣
　　*メンタルヘルスに関するパンフレットの配布（随時） 　・メンタルヘルス研修
　・メンタルヘルスセミナーの職員派遣　　　　中止     　・ストレスチェックの実施　年1回
　・メンタルヘルスマネジメント実践研修会への管理監督者 　・共済組合等に関する事業
　　の派遣　　　　　　　　　　　　　　　　　中止 　　*共済健康ニュースの配信　毎月1回

　　*メンタルヘルスに関するパンフ
　　　レットの配布（随時）

　③行政の取り組み

＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
　・広報掲載　3記事 　・広報掲載　3記事
　・ホームページでの情報提供 　・ホームページでの情報提供
　・フェイスブックでの情報提供　　3回 　・フェイスブックでの情報提供（随時）

　・室蘭保健所「こころの相談」について広報での周知（隔月） 　・室蘭保健所事業「こころの相談」
　・特定保健指導や健診事後指導及び健康教育において 　　について広報での周知（隔月）
　　こころの健康に関する保健指導及び情報提供 　・特定保健指導や健診事後指導及び
　　*保健指導　   延9人 　　健康教育においてこころの健康に
　　*健康教育　　　0回　 　　関する保健指導及び情報提供
　・健康づくりサポーター事業の周知と登録推進　 ※再掲 　・健康づくりサポーター事業の周知と
　・各種団体への働きかけ 　　登録推進　　　　　　　※再掲
　　*こころの健康づくりに関する情報提供　　　随時
　　*連絡会の開催                        中止 　・各種団体への働きかけ
　・健康づくりサポーターイベントの開催　　中止　※再掲 　　*こころの健康づくりに関する情報
　・自殺予防パネル展の開催　　1回 　 　提供や連絡会の開催

＜室蘭保健所＞ ＜室蘭保健所＞
　・こころの健康相談の実施（隔月）　　相談希望者なし 　・こころの健康相談の実施（隔月）

　・自殺予防パネル展の開催

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

方向性と目標 こころの健康や相談事業に関する普及啓発
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画
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「第２次健康づくり伊達21」分野別事業実績・事業計画

　５.飲酒

　①市民・家庭の取り組み
・生活習慣病のリスクを高める飲酒量について学ぶ。
・アルコールを飲まない日をつくるよう努める。
・適量を守るよう努める。

◎新規事業
　②地域の取り組み

適正飲酒についての普及啓発

＊地域団体 ＊地域団体
＜食生活改善協議会＞ ＜食生活改善協議会＞
　・栄養教室の講話で適正飲酒について 　・栄養教室の講話で適正飲酒について
　　情報提供　　　　　　　　　　　　　　　中止 　　情報提供

＊保健医療専門家 ＊保健医療専門家
＜胆振西部医師会＞ ＜胆振西部医師会＞
　・診療及び特定健診を通じて適正飲酒の情報提供と助言を 　・診療及び特定健診を通じて適正飲酒
　　実施（市内9医療機関） 　　の情報提供と助言を実施

　　（市内9医療機関）
＊職域・事業所 ＊職域・事業所
＜ＪＡ伊達市＞ ＜ＪＡ伊達市＞
　◎北農健保組合保健師による事業訪問（リモート健康相談）24人　  ・事業訪問（健康相談）の実施　※再掲

　※再掲

　③行政の取り組み
適正飲酒についての普及啓発

＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
　・広報掲載  　1記事 　・広報掲載　1記事
　・ホームページでの情報提供（通年） 　・ホームページでの情報提供（通年）

　・フェイスブックでの情報提供（随時）

　・特定保健指導や健診事後指導及び健康教育において適正 　・特定保健指導や健診事後指導及び
　　飲酒に関する保健指導及び情報提供 　　健康教育において適正飲酒に関する
　　*保健指導　延48人 　　保健指導及び情報提供
　　*健康教育　　0回 　　*保健指導
　・団体、職域での適正飲酒の取組みへの協力（情報提供） 　　*健康教育
　・健康づくりサポーター事業の周知と登録推進　※再掲 　・団体、職域における適正飲酒の
　・健康づくりサポーターイベント開催　　中止 ※再掲 　　取組みへの協力（情報提供）

  ・健診の場でAUDIT
オーディット

※）の配付や据え置き 　・健康づくりサポーター事業の周知と

　※）アルコール問題を早期発見するスクリーニング 　　登録推進　※再掲

  ・健診の場でAUDIT
オーディット

※）の配付や据え置き
　

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画
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「第２次健康づくり伊達21」分野別事業実績・事業計画

　６.喫煙

　①市民・家庭の取り組み
・たばこの害について、積極的に学び吸わないように努める。
・一度は禁煙にチャレンジする。
・禁煙する人を応援する。

◎新規事業
　②地域の取り組み

喫煙が健康に及ぼす影響についての情報提供

＊保健医療専門家 ＊保健医療専門家
＜胆振西部医師会＞ ＜胆振西部医師会＞
　・診療及び特定健診を通じて喫煙の影響と禁煙の効果に 　・診療及び特定健診を通じて喫煙の
　　ついて情報提供と指導を実施（市内10医療機関） 　　影響と禁煙の効果について情報提供

　　と指導（市内10医療機関）

＊職域・事業所 ＊職域・事業所
＜ＪＡ伊達市＞ ＜ＪＡ伊達市＞
　◎北農健保組合保健師による事業訪問（リモート健康相談）24人　  ・事業訪問（健康相談）の実施　※再掲

　※再掲

＜商工会議所＞ ＜商工会議所＞
　◎たばこ企業と連携した会員への情報提供　　　650事業所 　・禁煙推進ポスターの掲示
　・禁煙推進ポスターの掲示（健康推進課より依頼） 　　（健康推進課より依頼）

受動喫煙
の防止

＊保健医療専門家 ＊保健医療専門家
＜胆振西部医師会＞ ＜胆振西部医師会＞
　・各医療機関において分煙、禁煙を実施（市内16医療機関） 　・各医療機関において分煙、禁煙を
　 　　実施（市内16医療機関）　

＊職域・事業所 ＊職域・事業所
＜ＪＡ伊達市＞ ＜ＪＡ伊達市＞
　　◎敷地内・公用車内全面禁煙を実施 　・敷地内・公用車内全面禁煙の実施
　　◎各施設に１棟喫煙用プレハブ設置 　　（通年）

　・喫煙場所の受動喫煙の防止徹底
＜商工会議所＞

　　・職場内分煙の実施（通年） 　　・職場内分煙の実施（通年）

禁煙支援
体制の充

＊保健医療専門家 ＊保健医療専門家
＜胆振西部医師会＞ ＜胆振西部医師会＞
　・禁煙治療の実施（市内４医療機関） 　・禁煙治療の実施（市内4医療機関）
　 　

＊職域・事業所 ＊職域・事業所
＜ＪＡ伊達市＞ ＜ＪＡ伊達市＞
　◎北農健保組合保健師による事業訪問（リモート健康相談）24人　  ・事業訪問（健康相談）の実施　※再掲

　※再掲

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

＜商工会議所＞

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画
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　③行政の取り組み

喫煙が健康に及ぼす影響についての情報提供

＜総務課＞ ＜総務課＞
　・禁煙推進ポスターの掲示（健康推進課より依頼） 　・禁煙推進ポスターの掲示

　（健康推進課より依頼）
＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
　・広報掲載　2記事　 　・広報掲載　２記事
　・ホームページでの情報提供 　・ホームページでの情報提供
　・禁煙推進ポスターの配付 　・フェイスブックでの情報提供（随時）
　・禁煙支援リーフレットの配付 　・禁煙推進ポスターの配付
　・特定保健指導や健診事後指導及び健康教育において禁煙に 　・禁煙支援リーフレットの配付
　　関する保健指導及び情報提供 　・特定保健指導や健診事後指導及び
　　*保健指導　延19人 　　健康教育において禁煙に関する保健
　　*健康教育　　0回　 　　指導及び情報提供
　・ハイ・チェッカーを用いた禁煙啓発 　・ハイ・チェッカーを用いた禁煙啓発、
　　*保健指導　延2人　 　　保健指導
　・集団健診問診時の禁煙指導　延34人 　・集団健診問診時の禁煙指導
　・母子手帳交付時及び乳幼児健診での禁煙指導 　・母子手帳交付時及び乳幼児健診での
　・健康づくりサポーター事業の周知と登録推進　※再掲 　　禁煙指導

　・健康づくりサポーター事業の周知と
　　登録推進　　※再掲

＜総務課＞ ＜総務課＞
　・「特定屋外喫煙所」の本庁舎屋上への移設 　・敷地内禁煙についての周知の徹底
＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
　・室蘭保健所による「北海道のきれいな空気の施設事業」 　・室蘭保健所による「北海道のきれいな
　　登録推進への協力 　　空気の施設登録事業」登録推進への

　　協力
　・関係機関への受動喫煙防止の情報提供

＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
　・禁煙治療実施医療機関からの情報収集 　・禁煙治療実施医療機関からの情報
　・特定保健指導や健診事後指導及び健康教育において禁煙 　収集
　　に関する保健指導及び情報提供　※再掲 　・特定保健指導や健診事後指導及び

　　健康教育において禁煙に関する保健
　　指導及び情報提供　※再掲

　

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

方向性と目標 受動喫煙の防止
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

　・関係機関への受動喫煙防止の情報提供

方向性と目標 禁煙支援体制の充実
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画
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「第２次健康づくり伊達21」分野別事業実績・事業計画

　７.歯・口腔

　①市民・家庭の取り組み
・歯周病予防に関心を持ち、正しい歯みがきを実践する。
・毎食後の歯みがきや、良くかむ習慣を身につける。

・定期的な歯科健診及び歯科保健指導*で、口腔内の健康状態の確認をする。
　*主にむし歯や歯周病の治療・予防を目的にブラッシングや食生活の改善など自己管理が行えるよう歯科衛生士がサポートするもの

◎新規事業
　②地域の取り組み

歯や口腔の健康についての情報提供

＊地域団体
＜食生活改善協議会＞
　・野菜等よく噛む食材を利用した調理実習の開催、
　　レシピの配布 　　　　　　　　　中止　※再掲

＊保健医療専門家 ＊保健医療専門家
＜室蘭歯科医師会＞ ＜室蘭歯科医師会＞
　・診療を通じて、歯や口腔内の健康が全身に及ぼす影響に 　・診療を通じて、歯や口腔内の健康が
　　について情報提供（市内21歯科医療機関） 　　全身に及ぼす影響について情報提供
　・口腔がん検診の実施 （健康推進課協力）　　51人　※再掲
　・8020健康賞表彰の開催（健康推進課協力）　　中止 　・8020健康賞表彰の開催（健康推進課
　・健康づくりサポーターイベント時の歯科相談　　中止 　　協力）※令和3年度中止
　　 　・口腔がん検診の実施

　　（健康推進課協力）　　※再掲

＊職域・事業所 ＊職域・事業所
＜ＪＡ伊達市＞ ＜ＪＡ伊達市＞
　◎北農健保組合保健師による事業訪問（リモート健康相談）24人　  ・事業訪問（健康相談）の実施　※再掲

※再掲
　

　③行政の取り組み
歯や口腔の健康についての情報提供

＜健康推進課＞ ＜健康推進課＞
　・広報掲載　3記事　　　　※再掲 　・広報掲載　1記事　　　※再掲
　・ホームページでの情報提供（通年） 　・ホームページでの情報提供（通年）
　・各種歯科イベント及び検診への協力 　・フェイスブックでの情報提供(随時)
　・特定保健指導や健診事後指導及び健康教育において 　・各種歯科イベント及び検診への協力
　　歯科健診の必要性に関する保健指導及び情報提供 　・特定保健指導や健診事後指導及び
　　*保健指導　　 延9人 　　健康教育において歯科健診の必要性
　　*健康教育　　1回104人 　　に関する保健指導及び情報提供
　・健康づくりサポーター事業の周知と登録推進　 ※再掲 　・健康づくりサポーター事業の周知と
　・健康づくりサポーターイベントの開催　　　中止　※再掲 　　登録推進　　　※再掲

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

方向性と目標
令和２年度事業実績 令和３年度事業計画

　（市内21歯科医療機関）
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８．健康づくりサポーター事業の推進
◎新規事業

　＜事業実績＞
　　○市広報・ホームページ・フェイスブック等による周知
　　　 ホームページに事業および登録団体の紹介記事、募集等について掲載
　　　 健康教育等保健事業を通じた情報提供
　　〇サポーターによるフェイスブックページの運営
　　　 チラシの作成・配布
　　〇登録状況
　　　 18団体（令和3年3月末現在）　
　　〇サポーター懇話会・意見交換会の開催（3回）
　　　 サポーター事業の効果的な展開方法を検討するため、市民団体等にニーズ調査を実施し、
 　　　新たな周知や活動メニューの見直し等に意見交換を行い、次年度に向けた活動の方向性を検討した。
　 　　令和3年度は、伊達市の健康課題解決に向けた取り組みを行うために、サポーター向けに学習会を開催
　 　　し、新たな活動メニューをサポーターと共に検討する。
　　○サポーター認知度の把握（保健事業参加者アンケート）

　　　

９．健康づくりポイント事業の推進

　＜事業実績＞
　　○健康づくりスタンプラリーの実施
　　　 ・ボーナスポイント付与者数：190人（令和元年度：309人）
　　○市広報・ホームページ等による周知
　　　 ・市広報、ホームページ、けんしんカレンダーへの情報掲載
　　　 ・健康教育等保健事業を通じた情報提供、だてまちカードの発行
　　　 ・伊達まち通信への情報掲載：1回
　　　 ・健（検）診申込者への案内チラシ送付、個別健診実施医療機関へのチラシ配付依頼
　　○加入状況（令和3年3月末現在）
　　　 ・伊達まちカード会員数：19,334人（令和元年度：18,558人）
　　　 ・新規発行者数：96人（令和元年度：205人）
　　○データの分析

　 ・健（検）診時のカード平均利用率：65.1％（令和元年度：69.4％）
　　　 ・ボーナスポイント達成者へのアンケート調査

　　スタンプラリーをきっかけに初めての受診・参加「あった」：31.1％（令和元年度：21.0％）
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「第２次健康づくり伊達21」数値目標の達成度

分野 平成23年度 用いた資料 目標値 令和元年度 令和2年度 用いた資料

第1号被保険者 16.8% 18.2% 19.3%

第2号被保険者 0.4% 0.3% 0.3%

・がん死亡者数の減少 147人
(全死亡の33.0％)

日胆地域保健情報年報
(H22年度実績) 現状より減少 135人

(全死亡の28.9％)

135人
(全死亡の28.9％)

同左
(H27年度実績)

胃がん 14.2% 30.0％以上 13.2% 9.5%

肺がん 21.8% 40.0％以上 25.0% 19.9%

大腸がん 20.4% 40.0％以上 20.0% 16.0%

子宮がん 24.6% 40.0％以上 21.1% 20.8%

乳がん 19.9% 40.0%以上 25.8% 24.4%

・特定健康診査受診率 22.8% 60.0％以上 33.5% 30.7%

・特定保健指導実施率 22.8% 60.0％以上 62.3% 56.8%

・循環器系疾患の死亡者数の減少 108人
(全死亡の24.3％)

日胆地域保健情報年報
(H22年度実績) 現状より減少 130人

(全死亡の27.8％)

130人
(全死亡の27.8％)

同左
(H27年度実績)

該当者 13.5% 11.5％以下 19.1% 19.4%

予備群者 10.5% 8.4％以下 12.3% 12.6%

・高血圧症有病者の減少 31.3% 25.0％以下 35.9% 40.5%

・脂質異常症の減少 12.6% 10.1％以下 11.6% 10.5%

・糖尿病治療継続者の割合の増加 46.9% 56.3％以上 54.1% 57.5%

・糖尿病有病者の増加の抑制 9.9% 12.9％以下 10.4% 10.2%

・人工透析新規導入者の減少 14人 H23年度更生医療受給者
情報（社会福祉課より） 現状より減少 22人 23人 R1年度更生医療受給者

情報（社会福祉課より）

男性 32.3% 28.0％以下 38.3% 38.0%

女性 22.0% 19.0％以下 24.1% 20.5%

・毎食腹八分目を心がけている人の増加 44.9% H23西胆振地域健康づくり

行動指針実態調査 60.0% 72.7% 71.5% R1年度
特定健康診査結果

・野菜摂取量の増加 411.0ｇ 現状維持 273.7g 259.7g

　うち、緑黄色野菜の摂取量 101.4ｇ 120ｇ以上 114.1g 121.1g

・栄養成分表示の店の増加 52店 北海道登録店数
(H23年度実績)

現状より増加 49店 - 事業廃止

・運動習慣者の増加 50.0% H23西胆振地域健康づくり

行動指針実態調査 60.0% 42.1% 41.7%
特定健康診査問診票
(R2年度実績)

・各団体が行う初心者講習会の増加 144回 体育協会及び加盟団体に
よる実績 現状より増加 450回 0回 同左(R2年度実績)

・地域、団体が行うイベントの増加 5回 ウォーキング教室、体力測定

会、元気あっぷ講演会 現状より増加 63回 27回 第2次健康づくり伊達21取組

状況調査票(R2年度実績)

・睡眠で休養が十分とれている人の増加 81.9% H23年度
特定健康診査結果

現状より増加 79.3% 79.8% 同左(R1年度実績)

・自殺者数、死亡率（人口10万対）の減少 11人(29.9)
日胆地域保健情報年報
(H22年度実績) 現状より減少 9人(25.9) 5人(17.9) 地域自殺プロファイル

2020

・生活習慣病のリスクを高める　　
　量を飲酒している人の減少
　（1日当たり男性2合以上、
　女性1合以上）

男性 22.7% 11.4％以下 16.1% 11.8%

女性 6.0% 3.0％以下 3.8% 3.2%

・歯の健康イベント等に参加する人の増加 119人 いい歯の日歯科健康教
室、口腔がん検診 現状より増加 190人 51人 口腔がん検診(R2年度実

績)

・過去1年間に歯科健診を受けた人の増加 データなし - 30.0％以上 59.2% 36.8% R2年度保健事業
参加者アンケート

62.4%

11.7%

4.5%

9.6%

同左
(R2年度実績)

R2年度保健事業
参加者アンケート

9.1%

H23西胆振地域健康づくり

行動指針実態調査

R2年度保健事業
参加者アンケート

H23年度
特定健康診査結果

2.9%

61.8%

喫
煙

・成人の喫煙率の低下
　（たばこを習慣的に吸って
　いる人）

飲
酒

男性

女性

KDBデータ
（R2年度実績）

同左
(R2年度実績)

同左
(R1年度実績）

同左
(R1年度実績)

同左
(R1年度実績)

同左
(R1年度実績)

項　　　目

・BMI25以上の減少(40～69歳)
（適正体重を維持している人
　の増加）

食
生
活
・
栄
養

11.8%

地域保健・健康
増進事業報告
(H24年度実績)

特定健診等データ管
理システム(法定報告
データ・H23年度実
績）

法定報告データ
（H23年度実績）

市町村国保における
特定健診等結果状況
報告書
（H23年度実績）
・Ⅰ度高血圧以上
・LDLコレステロー
ル160以上
・HbA1c6.1以上
のうちの治療者
・HbA1c6.5以上
の受診勧奨判定者

歯
・

口
腔

現状より減少

・メタボリックシンドローム
　該当者又は予備群者の減少

・自分にとってちょうど良い食事量、組み合わせを
　知っている人の増加

25.0%

8.2％以下

2.8％以下

・要介護認定率の抑制

・がん検診受診率

生
活
習
慣
病

3.3%

H23年度
特定健康診査結果

H23健康づくり
道民調査

介護保険事業報
告
(H24年度実績)

身

体

活

動

・

運

動

休

養

・

こ

こ
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１．保健センターの概要  

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により一部中止となった事業があります。 

 

 健康推進課は、予防係、地域保健係、栄養ケア係の３係で事業を進めております。 

 これからも市民の皆さんが健康への関心を高め、毎日を健康で明るく暮らせるよう

に、各種健康診査をはじめ健康相談、健康教育等広く健康づくりのお手伝いをしてま

いります。 

 

◆利用状況  

             利用人数（率) 

    区 分 Ｒ１年 Ｒ２年 

 母子保健 4,586( 43.4)  3,650( 46.7)  

 成人保健 4,620( 43.7)  2,834( 36.2)  

 関係機関の健康づくり 1,046( 9.9)  315(  4.0)  

 その他 320( 3.0)  1,024( 13.1)  

計 10,572(100.0)  7,823(100.0)  

                                      利用日数 

   区 分 

 

集団検診室 保健指導室 健康相談室 栄養相談室 機能訓練室 

R1 R2 R1 R2 R1 R2 R1 R2 R1 R2 

 母子保健 79 73 76 68 46 46 13 24 36 58 

 成人保健 46 57 45 34 82 46 17 2 24 12 

 関係機関の 

 健康づくり 
17 13 12 6 19 4 22 12 19 3 

 その他 5 19 4 12 16 18 3 4 4 17 

 合   計 147 162 137 120 163 114 55 42 83 90 

 

◆ 交通 

＜伊達市保健センター＞ 

所在地   〒０５２－００２１    

伊達市末永町３９番地８       

電話    ０１４２－８２－３１９８ 

（内線 ６０１～６０７） 

Ｆａｘ    ０１４２－２５－３３２５ 

伊達市 HP https://www.city.date.hokkaido.jp/ 

開館   月曜日～金曜日 

          ８：４５～１７：３０ 

閉館    土・日・祝日・年末年始 

駐車場   収容台数   ３５ 台  

バス停    伊達市役所前より徒歩２分 
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◆職員構成                                      

○伊達市保健福祉部健康推進課 

          課長           １名 

 

  ＜予防係＞    係長           １名（事務職員） 

                係員      ２名（事務職員 １名、看護師 １名） 

                    

  ＜地域保健係＞ 係長           １名（保健師） 

  係員           ７名（保健師 ７名） 

                    

  ＜栄養ケア係＞ 係長           １名（管理栄養士） 

係員           ２名（管理栄養士 ２名） 

 

令和３年４月１日現在 
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２．健康増進事業 
   ※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により一部中止となった事業があります。 

 

（１）健康手帳の交付（根拠法令 健康増進法第１７条） 

目的：特定健診・保健指導等の記録、その他健康の保持のために必要な事項を記  

     載し、自らの健康管理と適切な医療に資することを目的としています。   

  内容：健康診査等保健事業の利用者に対して交付します。健康手帳を活用するこ  

     とで、自分の健康は自分でつくるという認識を深められるよう活用方法の  

     指導を含めＰＲに努めています。 

                              （冊）     

  健康手帳交付数  

Ｒ１ 715 

Ｒ２ 654 

           ※40歳以上の方に対する新規交付のみ 

 

（２）健康教育（根拠法令 健康増進法第１７条） 

目的：生活習慣病を重点疾患として、がん、脳卒中、心臓病、糖尿病、高血圧、脂質

異常症を防ぐための健康教育を推進し、健康に関する正しい知識の普及および

適切な指導支援を行うことにより、自分の健康は自分でつくるという認識と自

覚を高め、壮年期からの健康の保持・増進に資することを目的としています。 

 

  内容：保健師・栄養士が自治会女性部・サークル・老人クラブなど団体を対象に、生

活習慣病予防を中心に健康づくりをテーマとした講話や調理実習を実施して

います。 

                                      （件数） 

  

自治会 
自治会

女性部 

老人ク

ラブ・介

護予防 

企業 

健康づ

くり関

係団体 

 

趣味・ 

講演会 

等 

教室・ 

講演会 

等 

その他 計 

 

Ｒ１ 6 3 17 6 7 2 8 3 52 

Ｒ２ 8 0 11 1 4 0 0 0 24 

                              ＊その他：企業、学校保護者等 

  

                                    （人数） 

  

自治会 
自治会

女性部 

老人ク

ラブ・介

護予防 

企業 

健康づ

くり関

係団体 

 

趣味・ 

講演会 

  等 

 教室・ 

講演会 

     等 

その他 計 

 

Ｒ１ 154 60 514 292 141 27 703 32 1,923 

Ｒ２ 166 0 153 32 91 0 0 0 442 

 

                           

     ・男性栄養教室 

男性が食生活に関心を持ち、気軽に健康的な食べ方ができるように講話と 

調理実習を実施しています。 

対象：市内在住の男性    

  件 数 人 数  

Ｒ１ 1 8 

Ｒ２ － － 
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（３）健康相談（根拠法令 健康増進法第１７条） 

目的：心身の健康に関する個別の相談に応じ必要な助言及び指導を行い、家庭に  

おける健康管理に資することを目的としています。 

  内容：伊達市に居住地を有する４０歳から６４歳までの方を対象とし、本人及び  

       家族等の電話・窓口・文書等による健康相談を実施しています。 

       ①健(検)診に関する健康相談を実施しています。 

         ②各種がん検診時の健康相談を実施しています。 

     ③宅配・企業向け出前講座時の健康相談を実施しています。 

④各種イベントに出向き健康相談を実施しています。 

                                  （件数） 

  健(検)診に

関する相談 

各種がん 

検診時 

 

宅配・企業向

け出前講座

時 

イベント時 

（食の情報提供） 
その他 計 

Ｒ１ 225 4 4 8 33 274 

Ｒ２ 201 0 4 0 97 302 

                                  （人数） 

  健(検)診に

関する相談 

各種がん 

検診時 

 

宅配・企業向

け出前講座

時 

イベント時 

（食の情報提供） 
その他 計 

Ｒ１ 1,057 196 46 579 44 1,922 

Ｒ２ 550 0 4 0 105 659 

 

（４）訪問指導（根拠法令 健康増進法第１７条） 

目的：療養上の保健指導が必要な方及びその家族に対して、その健康に関する   

問題を総合的に把握し、必要な在宅療養生活の支援を行い、心身機能の   

低下防止と健康の保持増進を図ることを目的としています。 

    内容：伊達市に居住地を有する４０歳から６４歳までの方を対象に、関係機関   

     との連携を図りながら実施しています。 

           ①家庭における療養方法の指導 

      ②介護を必要とする状態になることの予防に関する指導 

      ③家庭における機能訓練方法、住宅改造及び福祉用具の使用に関する指導 

④家族介護を担う者の健康管理に関する指導 

      ⑤生活習慣病の予防等に関する指導 

      ⑥関係諸制度の活用方法等に関する指導 

      ⑦認知症に関する正しい知識、緊急の場合の相談先等に関する指導 

      ⑧その他健康管理上必要と認められる指導 

 

                                                        （件数） 

目  的 Ｒ１ Ｒ２  

 生活習慣病の予防等に関する指導 4 0 

  糖尿病・循環器疾患等に関すること 4 0 

 がんに関すること 0 0 

 その他、健康管理上必要と認められる指導 11 6 

合    計 15 6 
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（５）健康診査（根拠法令 健康増進法第１７条） 

目的：生活習慣病を予防する対策の一環として、疾患の疑いのある方、又は危険  

因子を持つ方を選び出すとともに、診査の結果、必要な方に対して保健指  

導や健康管理に関する正しい知識の普及を行います。また、医療機関への  

受診を勧奨することによって、壮年期からの健康管理に向けた意識付けを  

図ることを目的としています。 

内容：健康診査と肝炎ウイルス検診、がん検診を実施しています。 

 

    ①健康診査  

生活習慣病又はその危険因子を早期に発見し、栄養や運動等の生活指導や 

適切な治療に結びつける対策の一環として、検査内容、事後指導の充実、精 

度・事後管理体制の確保と併せて受診率向上のために積極的に広報、啓発活 

動に努めています。なお、平成２０年度から健康増進法に基づく健康診査は 

高齢者の医療の確保に関する法律において特定健康診査の対象とならない方 

及び後期高齢者医療制度の被保険者ではない方を対象としています。 

 

  受診者数  

Ｒ１ 2 

Ｒ２ 2 

 

    ②肝炎ウイルス検診 

肝炎対策の一環として、肝炎ウイルスに関する正しい知識の普及とともに、 

肝炎ウイルス感染の状況を認識し、必要に応じて医療機関への受診勧奨するこ 

とにより肝炎による健康障害を回避または進行を遅延させることを目的として 

実施しています。 

                                                    人数（割合） 

 
受診者 

Ｃ型肝炎 Ｂ型肝炎  

異常認めず 要精検 異常認めず 要精検 

  

Ｒ１ 

節目検診 111 

 

111(100) 0(0.0) 111(100) 0(0.0) 

節目外検診 382 381(99.7) 1(0.3) 377(98.7) 5(1.3) 

GPT要指導者へ 
の受診勧奨  *2 5 5(100) 0(0.0) 5(100) 0(0.0) 

合計 498 497(99.8) 1(0.2) 493(99.0) 5(1.0) 

Ｒ２ 

節目検診 96 96(100) 0(0.0) 95(99.0) 1(1.0) 

節目外検診 324 324(100) 0(0.0) 320(98.8) 4(1.2) 

GPT要指導者へ 
の受診勧奨  *3 3 3(100) 0(0.0) 2(66.7) 1(33.3) 

合 計 423 423(100) 0(0.0) 417(98.6) 6(1.4) 

*1 節目検診の対象者は当該年度に満40歳になる方、節目外検診は当該年度 

に満41歳以上となる方で、過去に受診したことのない方。 

*2 GPT要指導者への受診勧奨検診：特定健康診査等の結果から、肝機能検査 

(GPT)値が要指導とされた者のうち、過去に肝炎ウイルス検診の受診歴の 

ない者への受診勧奨を実施。 

  *3 GPT要指導者への受診勧奨：標準的な健診・保健指導プログラムに沿って、 

令和元年度より指導値が36～45U/Lから31～50U/Lに変更。 
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  ③がん検診  

    がんの早期発見・早期治療による死亡者の減少のために、胃がん、肺がん、  

 大腸がん、子宮がん、乳がん、前立腺がんの各種検診を実施しています。 

    また、受診しやすい体制づくりや受診率向上への取り組みを推進するとと   

    もに、精密検査の受診勧奨や受診結果の確認等、管理体制の充実を図ってい 

   ます。 

 

  ア）胃がん検診                                              人数（割合） 

  
対象者 受診者 

異常 

認めず 

要精 

検者 

精検 

受診者 

精検結果  

異常認めず 他疾患 がん がん疑

  

検査中 

R1 13,341 
1,765 

（13.2） 

1,612 

(91.3) 

153 

(8.7) 

122 

(79.7) 

27 

(22.1) 

94 

(77.0) 

0 

(0.0) 

1 

(0.8) 

0 

(0.0) 

R2 13,140 
1,242 

(9.5) 

1,130 

(91.0) 

112 

(9.0) 

79 

(70.5) 

11 

(13.9) 

66 

(83.5) 

0 

(0.0) 

1 

(1.3) 

0 

(0.0) 

       

   イ）肺がん検診                                             人数（割合） 

 
対象者 受診者 

異常 

認めず 

要精 

検者 

精検 

受診者 

精検結果 

異常認めず 他疾患 がん がん疑 検査中 結果不明 

 
R1 13,341 

3,334 

(25.0) 

3,260 

(97.8) 

74 

(2.2) 

56 

(75.7) 

16 

(28.6) 

37 

(66.0) 

2 

(3.6) 

1 

(1.8) 

0 

(0.0) 

() 

0 

(0.0) 

R2 13,140 
2,617 

(19.9) 

2,560 

(97.8) 

57 

(2.2) 

41 

(71.9) 

5 

(12.2) 

33 

(80.5) 

1 

(2.4) 

2 

(4.9) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 

 

   ウ）大腸がん検診                                       人数（割合） 

 
対象者 受診者 

異常 

認めず 

要精 

検者 

精検 

受診者 

精検結果 

異常認めず 他疾患 がん がん疑 検査中 結果不明 

R1 13,341 
2,673 

(20.0) 

2,523 

(94.4) 

150 

(5.6) 

115 

(76.7) 

24 

(20.9) 

83 

(72.1) 

7 

(6.1) 

1 

(0.9) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 

R2 13,140 
2,102 

(16.0) 

1,992 

(94.8) 

110 

(5.2) 

74 

(67.3) 

23 

(31.1) 

45 

(60.8) 

5 

(6.8) 

1 

(1.4) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 

 

   エ）子宮がん検診                        人数（割合） 

 

対象者 受診者 
異常 

認めず 

要精 

検者 

① 

経過 

観察 
精検 

受診者 

精検結果  

異常 

認めず 
他疾患 がん がん疑 

R1 8,918 
941 

(21.1) 

929 

(98.7) 

12 

(1.3) 

0 

(0.0) 

8 

(66.7) 

5 

(62.5) 

0 

(0.0) 

3 

(37.5) 

0 

(0.0) 

R2 8,751 
886 

(20.8) 

 

874 

(98.6) 

7 

(0.8) 

5 

(0.6) 

4 

(57.1) 

2 

(50.0) 

2 

(50.0) 

0 

(0.0) 

0 

(0.0) 
 
※子宮がん検診受診率＝{（前年度受診者＋今年度受診数）－前年度・今年度における
２年連続受診者}/今年度対象者×１００ 

 

 

 

 

 

 

 

※１名  

早期食道がん 
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   オ）乳がん検診                                              人数（割合） 

 
対象者 受診者 

異常 

認めず 

要精 

検者 

経過 

観察 
精検 

受診者 

精検結果  

異常 

認めず 

他疾患 がん がん疑 

R1 8,230 
1,050 

(25.8) 

1,014 

(96.6) 

36 

(3.4) 

0 

(0.0) 

32 

(88.9) 

10 

(31.2) 

16 

(50.0) 

6 

(18.8) 

0 

(0.0) 

R2 8,119 
938 

(24.4) 

905 

(96.5) 

33 

(3.5) 

0 

(0.0) 

27 

(81.8) 

11 

(40.7) 

14 

(51.9) 

2 

(7.4) 

0 

(0.0) 

※受診率は子宮がん検診と同じ計算方法で算出しています。 
 
 

   カ）前立腺がん検診  （大滝区のみ実施）           人数（割合） 

 

対象者 受診者 
異常 

認めず 

要精 

検者 

精検 

受診者 

精検結果  

異常 

認めず 

経過 

観察 他疾患 がん 

R1 282 
15 

(5.3) 

14 

(93.3) 

1 

(6.7) 

     

R2 282 
14 

(5.0) 

12 

(85.7) 

2 

(16.7) 
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３．特定健診・シルバー健診及び特定保健指導 
※令和元年度は新型コロナウイルス感染症の影響により一部中止となった事業があります。 

 

 

（１）特定健診（根拠法令 高齢者の医療の確保に関する法律第２０条） 

目的：内臓脂肪型肥満に着目し、その要因となっている生活習慣を改善するため

の保健指導を行い、糖尿病等の有病者・予備群（メタボリックシンドロー

ム）を減少させることを目的としています。 

  対象：４０歳から７４歳までの伊達市国民健康保険の加入者（被保険者・被扶養

者） 

内容：糖尿病等生活習慣病の有病者及び予備群を減少させるため、内臓脂肪型肥

満に着目した生活習慣病予防のための保健指導を必要とする方を発見する

健診を行っています。 

 

 

    受診状況                 

  対象者 受診者(40～74歳) 

R1 5,958 1,978(33.2％) 

R2 5,644 1,732(30.7％) 

                       

   

     R2検査結果別健診結果（データは特定保健指導の該当者を抽出するための項目）

      

 人数（率） R1 

 

R2 

  BMI25以上 518(29.5) 532（31.1） 

 腹囲基準以上*１ 618(35.2) 604（35.3） 

 収縮期血圧130mmHg以上 1,007(57.3) 957（56.0） 

 拡張期血圧85mmHg以上 637(36.3) 573（33.5） 

 HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ40mg/dl未満 77(4.4) 84（4.9） 

 中性脂肪150mg/dl以上 272(15.5) 320（18.7） 

 空腹時血糖100mg/dl以上 628(35.8) 649（38.0） 

 HbA1c 5.6%以上 1,296(73.8) 1,171（68.5） 

                    KDBシステム「保健事業介入支援管理」より 

*１  腹囲基準：男性85㎝ 女性90㎝ 

 

 

 

（２）シルバー健診  （根拠法令 高齢者の医療の確保に関する法律第１２５条） 

目的：生活習慣病を早期に発見し、必要に応じて医療につなげていくことを目的

としています。 

対象：受診時に満７５歳以上の方、または後期高齢者医療制度に該当している方 

 

       受診状況 

  対象者数 受診者数  

 Ｒ１ 7,014 750(10.7％)  

Ｒ２ 6,956 469(6.7％)  
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（３）特定保健指導（根拠法令 高齢者の医療の確保に関する法律第２４条） 

内容：健診結果からメタボリックシンドロームの予備群及び該当者に対して自ら

が身体状況を理解し、生活習慣改善の必要性を認識でき、行動目標を設定

し実行できるよう、個人の行動変容を目指した保健指導を行っています。

行動目標の取り組み状況を電話や面接等で確認し、３ヶ月間以上の継続的

な支援を行います。また、集団教室を開催し、内臓脂肪症候群の基礎知識

をはじめ、食事や運動の具体的な改善方法を学びます。なお、対象者の希

望によっては集団教室ではなく、個別の訪問や来所によりプログラムを進

めています。 

対象：特定健診の結果により、生活習慣の改善が必要な方 

 

①動機付け支援 

特定健診結果から生活習慣病のリスクが出現しはじめた段階と認められる方。

初回面接による支援を原則１回として、初回から３ヶ月以上経過後に評価を行

います。 

 

②積極的支援 

特定健診結果から生活習慣病のリスクが重なりだした段階と認められる方。

初回面接後３ヶ月以上の継続的な支援を行い、初回から３ヶ月以上経過後に評

価を行います。 

 

   特定保健指導対象者発生状況              

 特定健診受診者数 対象者数 発生率 

R1 1,978 218 11.0％ 

R2 1,732 199 11.5％ 

 

   特定保健指導初回実施状況 

 動機付け支援 積極的支援 動機付け相当支援  

対象者 実施者(率) 対象者 実施者(率) 対象者 実施者(率) 

R1 166 100(61.5) 52 32(61.5) 0 0(0.0) 

R2 163 97(59.5) 36 16(44.4) 0 0(0.0) 

     

  特定保健指導実施結果（取り組みの効果） 

   ※R1年度終了者 111名の結果 

 食習慣改善率 49.5％ 

 運動習慣改善率 32.4％ 

 体重減少率 37.8％ 

 腹囲減少率 47.7％ 
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４．母子保健事業  
※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により一部中止となった事業があります。 

 

（１）母子健康手帳の交付（根拠法令 母子保健法第１６条） 

目的：母性意識を高め、安定した妊娠期を送ることができるようにすることを 

目的としています。 

    内容：妊娠の届け出をした方に対し、母子健康手帳を交付しています。 

 

  妊娠 

届出数 

0~11週 12~19週 20~27週 28週~ 産後  

実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 実数 率 

Ｒ１ 165 157 95.2 5 3.0 3 1.8 0 0.0 0 0.0 

 Ｒ２ 172 159 92.4 10 5.8 2 1.2 1 0.6 0 0.0 

 

 

（２）妊婦健康診査（根拠法令 母子保健法第１３条及び第８条の２） 

目的：妊娠期の異常を早期に発見し、適切な保健指導を行い、安全な分娩と健康な 

子どもの出産に努めることを目的としています。 

    内容：一般健康診査    一人につき１４枚 

     超音波検査     一人につき４枚 

  対象：妊娠の届け出をした方 

 

  妊婦一般健康診査 超音波検査  

Ｒ１  Ｒ２ Ｒ１ Ｒ２ 

 発行実人数 171 184 171 184 

 受診票使用枚数 延2,096 延1901 延662 延724 

  検査結果異常あり 延14 延16  

 

 

（３）産婦健康診査 （根拠法令 母子保健法第１３条及び第８条の２） 

  目的：産婦の健康診査を実施し、産婦の異常の早期発見や健康管理の向上を図ること 

を目的としています。 

  内容：産後２週間および産後１か月の産婦健康診査の費用の一部を公費負担していま 

す。一人につき２回以内の助成とし、産後２週間はハイリスク産婦のみとして 

います。 

  対象：妊娠の届け出をした方 

 

 Ｒ１ Ｒ２ 

発行実人数 173 184 

受診票使用枚数 延181 延177 

検査結果異常あり 延4 延4 
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（４）新生児聴覚検査費助成事業 

目的：新生児期に聞こえにくさがないかを早期に発見し、早期療育を図ることを 

目的としています。 

  内容：新生児期に聞こえにくさがないかを発見する聴覚検査を受ける費用を助成 

しています。 

  対象：妊娠の届け出をした方 

 

 Ｒ１ Ｒ２ 

発行実人数 173 185 

受診票使用枚数 74 159 

検査結果異常あり 0 ２ 

 

（５）マタニティ教室  （根拠法令 母子保健法第９条、第１０条及び第１４条） 

目的：妊娠・出産または育児に関し、必要な助言及び指導を行うことにより、   

     妊娠中の不安の軽減を図ることを目的としています。 

   内容：妊娠・出産・産後の生活と子育てについての講話、先輩パパママとの交流、 

妊婦疑似体験・沐浴実習、歯科の講話と歯科検診、妊婦さん同士の交流、 

保健師との座談会 

対象：妊娠５ヶ月～７ヶ月の初妊婦及びその配偶者や家族 

回数：１クール２回を年４回 

※Ｒ２より１クール２回に変更。３回目の栄養士による講話及び調理実習は廃止。 

 

 
対象者 

１回目 ２回目 

参加者(率) 

３回目 

参加者(率) 参加者(率) 家族の参加(率) 

Ｒ１ 86 38(44.2) 38(94.7) 24(27.9) 26(30.2) 

Ｒ２ 52 24(46.2) 24(100.0) 21(40.4)  

                        ※家族の参加率＝参加家族/参加妊婦  

 

（６）母子相談   （根拠法令 母子保健法第９条、第１０条及び第１４条） 

目的：育児の悩みや不安を解消して、子どもの発達を促し、育児ができるよう   

     支援することを目的としています。 

    内容：健康相談は、定期健康相談と随時健康相談を実施しています。 

  

  ①１歳児健康栄養相談 

   内容：保健師・栄養士が相談日を設けて身体計測、育児相談、栄養相談、 

予防接種相談を実施しています。 

   対象：１歳児と希望の乳幼児 

   回数：年９回（保健センター６回、大滝区３回） 

                       

  相談者数  

Ｒ１ 130 

Ｒ２ 132 
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②２歳児健康相談 （根拠法令 母子保健法第９条、第１０条及び第１４条） 

目的：子どもの発育・発達の確認と、母親の育児の悩み、不安の解消を図るこ  

      とを目的としています。 

      また、楽しい遊びを一緒にしながら、心と身体をふれあい、母子関係や  

      子どもの成長発達を促すよう努めています。 

     内容：ふれあい遊び、身体計測、きこえ・発達相談、栄養相談、育児相談、予  

      防接種相談を実施しています。 

     対象：２歳０ヶ月児～２歳２ヶ月児 

回数：年９回（保健センター６回、大滝区３回） 

                            

  対象数 受相数（率）  

Ｒ１ 197 173(87.8) 

Ｒ２ 184 159(86.4) 

 

 

  ③５歳児健康相談 （根拠法令 母子保健法第９条、第１０条及び第１４条） 

   目的：子どもの発達の確認と、就学等に向けた育児の悩み、不安解消を図ることを

目的としています。 

   内容：集団遊び、就学についての講話、発達相談、就学相談、育児相談、栄養相談

を実施しています。 

   対象：年度中に５歳になる児 

   回数：年４回（保健センター４回） 

     

 対象数 受相数（率） 

Ｒ１ 214 41(19.2) 

Ｒ２ 237 41(17.3) 

 

 

  ④随時健康・栄養相談 

内容：電話、窓口、その他（電子メール、文書等）による相談を実施しています。 

     対象：妊産婦、乳幼児、学童、思春期、成人（女性の健康）等 

     回数：随時 

                                                                              （件） 

  妊産婦 新生児 未熟児 乳児 幼児 学童 その他 計  

Ｒ１ 19 5 0 37 255 2 18 336 

Ｒ２ 12 2 1 

1 

33 467 0 1 516 

 

 

 

 

 

 

 



- 13 - 
 

（７）妊産婦及び乳幼児訪問事業（新生児訪問含む） 

             （根拠法令 母子保健法第９条、第１０条及び第１７条） 

目的：育児の悩みや不安を解消して子どもの発達を促し、育児ができるよう支 

援することを目的としています。 

    内容：乳幼児健診や母子相談等から、希望する方や必要な方を訪問し、相談に 

応じます。 

 

 妊婦 産婦 新生児・

乳児 

幼児 その他 合計 

実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 

Ｒ１ 2 5 174 188 184 202 10 20 11 23 380 438 

Ｒ２ 5 6 157 172 166 182 29 39 9 11 366 410 

 

 

（８）新生児訪問  （根拠法令 母子保健法第９条、第１０条及び第１１条） 

目的：新生児をもつ母親に対して悩みや相談に応じ、母親の育児を支援し、子 

どもの健やかな成長を促すことを目的としています。 

    内容：保健師が家庭訪問を実施し、子どもの発達・発育を確認し、育児相談・ 

     指導を行います。 

  対象：全出生児 

 

  訪問件数  

Ｒ１ 168 

Ｒ２ 159 

      

 

（９）乳児健康診査  （根拠法令 母子保健法第１３条及び第１４条） 

目的：子どもの発育・発達の確認と、疾病等を早期に発見し、不安なく発達を   

     促す育児ができるように支援することを目的としています。 

    内容：問診、身体計測、医師による診察、栄養相談、育児相談、予防接種相    

     談を実施しています。 

    対象：４～５ヶ月児、７～８ヶ月児 

回数：年１４回（保健センター１２回、大滝区２回） 

                                

  対象者数 受診者数（率）  要 精 検 者 数

（率） 

14(3.0) 

13(2.9) 

 

Ｒ１ 309 296(95.8) 2(0.7) 

Ｒ２ 354 349(98.6) 5(1.4) 
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（１０）１歳６ヶ月児健康診査  （根拠法令 母子保健法第１２条） 

目的：子どもの発達を確認し、育児の悩みや不安を解消して、発達を促す育児 

   ができるように支援することを目的としています。 

    内容：歯科検診、問診、身体計測、医師による診察、栄養相談、育児相談、予 

     防接種相談、歯磨き相談を実施しています。 

    対象：１歳６ヶ月児～１歳８ヶ月児 

回数：年１１回（保健センター８回、大滝区２回） 

                               

  対象数 受診数 

（率） 

要精検数 一人平均む 

し歯数（本） 

むし歯罹 

患者（率） 

 

Ｒ１ 164 
151 

(92.1) 

0 

(0.0) 
0.04 

2 

(1.3) 

Ｒ２ 170 
158 

(92.9) 

1 

(0.6) 
0.035 

1 

（0.6） 

          

 

（１１）３歳児健康診査  （根拠法令 母子保健法第１２条） 

目的：子どもの発達を確認し、育児の悩みや不安を解消して、発達を促す育児 

   ができるように支援することを目的としています。 

内容：歯科検診、問診、身体計測、医師による診察、栄養相談、発達相談、育 

   児相談、予防接種相談、歯磨き相談、尿検査を実施しています。 

    対象：３歳３ヶ月児～３歳５ヶ月児 

    回数：年１１回（保健センター８回、大滝区２回） 

                                 

  
対象数 

受診数 

（率） 
要精検数 

一人平均 

むし歯数（本） 

むし歯罹患者 

（率） 

 

Ｒ１ 205 
191 

(93.2) 

0 

(0.0) 
0.53 

31 

(16.3) 

Ｒ２ 198 
181 

(91.4) 

9 

(5.0) 
0.43 

21 

(12.4) 
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（１２）妊婦歯科検診（根拠法令 母子保健法第９条及び第１０条） 

目的：妊娠中のう歯・歯周病を予防するとともに、歯科保健に対する意識の向   

     上を図ります。 

  内容：歯科医師による歯科検診、講話、ブラッシング指導 

    対象：妊娠５ヶ月～７ヶ月の初妊婦－マタニティ教室参加者（大滝区について   

     は妊婦全員） 

    回数：年６回（保健センター４回、大滝区２回） 

 

  対象 受診者(率)  

Ｒ１ 86 24(27.9) 

Ｒ２ 76 19(25.0) 

 

 

（１３）フッ素塗布（根拠法令 地域保健法） 

目的：幼児の歯の健康保持、歯質の強化を図り、口腔衛生習慣の向上及び改善 

を図ることを目的としています。 

  内容：歯科医師による歯科検診、歯科衛生士によるフッ素塗布及び歯科保健相 

     談を実施しています。 

    対象：１歳を過ぎて歯が８本生えた時点から５歳未満までの希望者（大滝区に 

ついては歯の萌出した児から５歳未満までの希望者） 

    回数：年１８回（保健センター１６回、大滝区２回） 

 

  対象者数 実施人数 塗布率  

Ｒ１ 1,137 860 75.6 

Ｒ２ 1,448 

 

681 47.0 

 

   フッ素塗布回数とう歯状況（３歳児歯科健診受診者） 

 フッ素 

塗布 

回数 

Ｒ１ Ｒ２ 

人数 

(人) 

罹患率 

(%) 

 一人平均 

 むし歯数（本） 

人数 

(人) 

罹患率 

(%) 

 一人平均 

 むし歯数（本） 

0 9 22.2 1.44 8 25.0 1.38 

1 23 26.1 0.78 21 19.0 0.57 

2 17 11.8 0.59 33 18.2 0.64 

3 25 16.0 0.80 53 5.7 0.15 

4 67 13.4 0.33 45 6.7 0.22 

5以上 44 13.6 0.27 7 14.3 1.00 

不明 5 40.0 1.20 2 100.0 1.50 

計 190 16.3 0.53 169 12.4 0.43 
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（１４）乳児栄養教室（根拠法令 母子保健法第９条及び第１４条） 

目的：講話・調理実習を通して離乳食の与え方を理解し、不安なく楽しく離乳    

   食を進めることができるよう支援することを目的としています。 

    内容：離乳食の進め方についての講話、調理実習、試食、個別相談を実施してい  

     ます。 

    対象：５ヶ月～８ヶ月児と母親 

    回数：年４回 

 

  参加者数  

Ｒ１ 15組30名 

Ｒ２ 中止 

 

 

（１５）幼児期栄養教室（根拠法令 母子保健法第９条及び第１４条） 

目的：講話・調理を通して幼児期の望ましい食習慣について理解し、家族で食      

       習慣改善に努めることができるよう支援することを目的としています。 

    内容：幼児期の食事についての講話、調理実習（幼児食）、試食、個別相談を   

     実施しています。 

    対象：幼児と家族 

 

  回数 参加者数  

Ｒ１ 3 35組70名 

Ｒ２ 中止  

 

 

（１６）学童期栄養教室（根拠法令 健康増進法第１章及び第４章） 

目的：バランスのとれた食生活の必要性や生活習慣病について理解し、食生活     

     についての関心を高め、普段の生活の中に取り入れることができるよう支  

     援することを目的としています。 

内容：学童期の食生活と健康についての講話、調理実習を実施しています。 

対象：小学生と家族 

 

   回数 参加者数  

Ｒ１ 2 23 

Ｒ２ 中止  
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 （１７）学童・思春期の取り組み（根拠法令 次世代育成支援対策推進法） 

目的：学童・思春期の子どもたちが命の尊さがわかり、望まない妊娠や性感染症を 

防ぐことや正しい生活習慣について理解できるよう支援することを目的と 

しています。 

    内容：市内小・中・高等学校の養護教諭と「思春期に関する関係者のつどい」を  

     開催し、事業の取り組みを検討しています。また、学校からの依頼による 

性教育・赤ちゃん交流事業、禁煙教育、がん教育を実施しています。 

対象：小学生・中学生・高等学校の児童、生徒、その保護者 

 

      ア）性教育 
 
  

開催数 参加者数 

 
 Ｈ２３ 

 中学校   12 
 高 校    8 
 保護者    2 

 
833 

 
 
Ｒ１ 

 中学校    5 
 高 校    6 
 保護者    0 

 
660 

 
Ｒ２ 

 中学校    4 
 高 校    1 
 保護者    0 

 
229 

 

イ）禁煙教育・がん教育 
 
  開催数 参加者数  

 
 Ｈ２３ 

 中学校   12 
 高 校    8 
 保護者    2 

 
833 

 
 
Ｒ１ 

 

小学校  4 
中学校  1 
保護者  0 

 
147 

 

 
Ｒ２ 
 

小学校  2 
中学校  1 
保護者  0 

85 

 

 

（１８）中学生ピロリ菌検査・除菌支援事業（平成29年度より開始） 

  目的：胃がん、慢性胃炎、胃・十二指腸潰瘍を引き起こす原因の一つであるピロリ菌

感染を発見し、必要な者に対し、早期に除菌治療を行うことで、将来的な胃が

んのリスクを抑える目的に実施しています。 

  内容：尿中抗体検査 

対象：市内の中学校に在籍する２年生（初年度は３年生も実施） 

                                                 人数（割合） 

 
 対象者 

 

受診者 
 

陰性 

 

陽性 

2次検査 

受診者 

2次検査結果 

陰性   陽性 

Ｒ１ 278 
245 

(88.1) 
237 

8 

(3.3) 

8 

(100.0) 

2 6 

(75.0) 

Ｒ２ 287 
252 

(87.8) 
241 

11 

(4.4) 

11 

(100.0) 
9 

2 

(18.2) 
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５．第２次健康づくり伊達２１  

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により一部中止となった事業があります。 

 

 本市では、平成１６年３月に健康増進計画「健康づくり伊達２１」を策定し、市民

一人ひとりが日常生活における健康づくりの大切さを自覚し、健康的な生活習慣の実

践により生活の質を高めていくことができるよう取り組んできました。 

平成２５年度からは国の方針（健康日本２１）の改正に伴い、第２次計画を策定し、

元気で活力あるまちづくりの実現に向けて、市民のみなさんを主役に、地域の団

体や関係機関と連携した健康づくりをすすめています。 
 

＜分野別事業内容＞  

（１）生活習慣病 

   ◆方向性と目標 

・生活習慣病についての啓発と予防や健康管理に関する情報提供をすすめます。 

  ・各種健（検）診と保健指導の実施率向上を図ります。 

   目指す姿（目標） 

   生活習慣病に関心を持ち、積極的に健（検）診を受けて健康状態の確認をしよう。 

 

目標・方向性 Ｒ２年度実績(Ｒ元度実績） 連 携 

生活習慣病につ

いての啓発と予

防や健康管理に

関する情報提供 

・広報掲載          4記事 (6記事) 

・ホームページ掲載      通年      

・フェイスブック掲載     0記事(0記事) 

・健康教育   24回  442人(42回 1,193人) 

 （再掲）宅配講座       23回   410人 

・元気あっぷ講演会    実施なし (144人) 

食生活改善協議会 

北海道健康づくり

財団 

 

 

各種健（検）診

と保健指導の実

施率向上 

・広報掲載          7記事(8記事) 

・ホームページ掲載           通年        

・健診カレンダーの作成・配布  

 広報折込や各施設の据え置き 

・新聞折込チラシ           9回(16回) 

・リーフレット・チラシ配布 7,509人(8,178人) 

・がん検診未受診者等への個別ハガキ勧奨  

胃・肺・大腸 延1,524人(延3,333人) 

子宮 延5,538人(延4,080人) 

乳 延3,530人(延4,419人) 

・特定保健指導対象者への結果説明会  

               101人(121人) 

・要精密検査未受診者への受診確認・受診勧奨 

※特定健診、シルバー健診 延229人(延315人) 

※がん検診         延 85人(延94人) 

 

体育協会 

胆振西部医師会 

健(検)診実施機関 

・市内各医療機関 

・北海道対がん協

会 

・札幌厚生病院 

・北海道健康管理 

 センター 

室蘭歯科医師会 

商工会議所 

保険医療課 
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・特定健診受診者への保健指導 

※医師の指示に基づく指導  延33人 (延42人) 

※受診勧奨値を大幅に超える受診者への指導  

延106人(延89人) 

※希望等による指導     延69人(延86人) 

・特定保健指導対象者への保健指導   

実185人 延227人(実198人 延292人) 

・糖尿病性腎症予防のための精密検査受診勧奨 

    実19名  延26名 (実18名 延20人) 

（２）食生活・栄養 

    ◆方向性と目標  

    ・健康的な食生活について情報提供をすすめます。 

     ・地元食材を生かしたおいしくヘルシーなメニューの開発に努めます。 

    ・個別性を重視した栄養相談の実施に努めます。 

    ・健康的な食生活を実践できるよう、食環境の整備をすすめます。 

    目指す姿（目標） 

      地元の新鮮な食材を生かし、楽しくおいしい健康的な食生活を身につけよう。 

 

目標・方向性 Ｒ２年度実績(Ｒ元年度実績）  連 携 

健康的な食生活

についての情報

提供 

 

 

 

 

・広報掲載           9記事(16記事) 

・ホームページ掲載      15記事(17記事) 

・フェイスブック掲載      1記事(11記事) 

・食の情報提供    27日1,621人(10日3,471人) 

・栄養教室の開催   12回  183人(45回1,224人) 

・各団体への健康教育     2回 54人(3回54人) 

・食事バランスガイド等の配布   

18回 131部 （40回270部） 

・腹八分目の普及   26回  26人 （32回387人） 

・バランスの普及   136回 334人(157回1,721人) 

食生活改善協議会 

JA伊達市 

商工会議所 

商工観光課 

農務課 

食育センター 

地元食材を生か

したおいしくヘ

ルシーなメニュ

ーの開発 

・広報掲載(再掲)       5記事（8記事） 

・ホームページ掲載     11記事（11記事） 

・「食改さんおすすめレシピ」の配布 

・地元食材を使った献立の考案と情報提供 

・各団体への協力支援 

食生活改善協議会 

JA伊達市 

商工会議所 

個別性を重視し

た栄養相談の実

施 

・医療機関と連携した栄養相談 延30人(延42人) 

・一般栄養相談  140回 延149人(177回延924人) 

・特定保健指導  実47人 延64人(実67人延97人) 

胆振西部医師会 

市内各医療機関 

食環境の整備 ・ほっかいどうヘルスサポートレストラン事業に 

ついての情報提供（北海道事業への協力） 

・栄養成分表示についての啓発普及 

     健康教育   実施なし（2回 28人） 

室蘭保健所 

商工会議所 

飲食店組合 

商工観光課 
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（３）身体活動・運動 

  ◆方向性と目標  

   ・運動の必要性や効果について、情報提供をすすめます。 

    ・日常生活に運動を取り入れるためのきっかけづくりをすすめます。 

   ・市民が身近にスポーツや運動を楽しめるよう、環境づくりに努めます。 

    目指す姿（目標） 

      自分にあった運動を楽しく続けよう。    

 

目標・方向性 Ｒ２年度実績(Ｒ元年度実績）  連 携 

運動の必要性

や効果につい

ての情報提供 

・広報掲載           2記事(5記事) 

・ホームページ掲載       通年 

体育協会 

生涯学習課 

日常生活に運

動を取り入れ

るためのきっ

かけづくり 

・運動に関する保健指導と情報提供 

     延290人(延393人) 

・健康教育     11回 147人(18回 463人) 

・特定健診受診者へ「栄養・運動講座」の実施 

2回 16人(2回26人) 

・男性運動教室の実施   事業廃止 (2回21人) 

体育協会 

スポーツ推進委員

会 

体育振興会 

生涯学習課 

保険医療課 

 

（４）休養・こころの健康 

   ◆方向性と目標  

   ・こころの健康や相談事業に関する普及啓発に努めます。 

    目指す姿（目標） 

      ストレスと上手につきあい、自分と周囲のこころの健康に関心を持とう。 

        

目標・方向性 Ｒ２年度実績(Ｒ元年度実績）  連 携 

こころの健康や

相談事業に関す

る普及啓発 

 

 

・広報掲載          3記事(1記事) 

・ホームページ掲載            通年 

・フェイスブック掲載     3記事(1記事) 

・室蘭保健所事業「こころの相談」の日程につ

いて広報紙で周知          年6回 

・こころの健康に関する保健指導及び情報提供 

延21人(延22人) 

・健康教育      実施なし(1回 延63人) 

胆振西部医師会 

JA伊達市 

商工会議所 

室蘭保健所 

 

 

 

 

 

 

 



- 21 - 

 

（５）飲酒 

   ◆方向性と目標  

   ・適正飲酒について普及啓発に努めます。 

    目指す姿（目標） 

      お酒は楽しく適量を守ろう。    

 

目標・方向性 Ｒ２年度実績(Ｒ元年度実績）  連 携 

適正飲酒につい

ての普及啓発 

・広報掲載          1記事(1記事) 

・ホームページ掲載      通年 

・適正飲酒に関する保健指導及び情報提供 

延55人(延114人) 

・健康教育      実施なし (3回 56人) 

食生活改善協議会

胆振西部医師会 

JA伊達市 

 

 

（６）喫煙 

   ◆方向性と目標  

   ・喫煙が健康に及ぼす影響について情報提供をすすめます。 

   ・受動喫煙の防止に努めます。 

   ・禁煙支援体制の充実に努めます。 

    目指す姿（目標） 

      たばこの害について知り、禁煙する人を増やそう。    

 

目標・方向性 Ｒ２年度実績(Ｒ元年度実績）  連 携 

喫煙が健康に及

ぼす影響につい

ての情報提供 

・広報掲載          2記事（2記事） 

・ホームページ掲載      通年 

 

・健康教育       3回 85人(6回 157人) 

胆振西部医師会 

JA伊達市 

商工会議所 

受動喫煙の防止 ・事業所への関連リーフレットの配布 

・ホームページでの周知 

禁煙支援体制の

充実 

・禁煙に関する保健指導及び情報提供 

延 19人 (延38人) 

・ハイ・チェッカーを用いた禁煙啓発   

延 2人  (延12人) 

・集団健診問診時の禁煙指導 

 延 34人 (延110人) 
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（７）歯・口腔 

   ◆方向性と目標  

   ・歯や口腔の健康について情報提供をすすめます。 

    目指す姿（目標） 

     いつまでも自分の歯で食べるため、お口の健康に関心を持ち予防に努めよう。 

 

目標・方向性 Ｒ２年度実績(Ｒ１年度実績）  連 携 

歯や口腔の健康

についての情報

提供 

・広報掲載          3記事(2記事) 

・ホームページ掲載      通年 

・歯や口腔に関する保健指導及び情報提供 

延51人(延190人) 

・健康教育       6回 104人(7回 269人) 

・各種歯科イベント及び検診への協力 

食生活改善協議会

室蘭歯科医師会 

 

 

（８）健康づくりサポーター事業 

目的：行政や関係団体などが一体となって、市民の主体的な健康づくりを支える環境

づくりをすすめることを目的としています。     

内容：日頃の活動を通して市民の健康づくりを支援している団体・企業・グループな

どを「伊達市健康づくりサポーター」として登録し、その活動内容等の普及に

努めています。 

                               

  登録団体数  イベント参加者数 

Ｒ１ 18 493 

 Ｒ２ 18 実施なし 

 

 （９）健康づくりポイント事業 

目的：伊達市ポイントカード（伊達まちカード）の利用促進により、市民の健康増進 

と地域活性化を図ることを目的としています。 

内容：各種健診、がん検診や健康相談等の利用に応じてポイントを付与します。 

たまったポイントは市総合体育館や温水プール・トレーニング室の利用、市観

光物産館での買い物、だて歴史の杜食育センターでの食事、インターネット通

販で利用できます。 

                                   

  カード発行数  

Ｒ１ 205 

 Ｒ２ 96  
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６．精神保健事業 
※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により一部中止となった事業があります。 

 

（１）相談・訪問事業 

   （根拠法令 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第４６条・４７条 
                           健康増進法第１７条） 

目的：こころの健康に関する正しい知識の普及をはかるとともに、こころの 
健康の維持・増進を図ることを目的としています。 

   内容：こころの健康に関する健康相談、健康教育、家庭訪問を実施していま 

す。 
  

      相談（窓口・電話）                 訪問 

 相談件数（延）  
 
 

 訪問件数（延） 

Ｒ１ 8 Ｒ１      0 

Ｒ２ 12 Ｒ２      0 

 

       胆振保健福祉事務所（室蘭保健所）が行っている事業の利用状況 

利用件数（延） Ｒ１ Ｒ２ 

こころの健康相談 2 0 

窓口・電話相談 55 32 

訪問指導 4 20 

アルコール家族の集い 0 中止 

家族学習会(ひきこもり) 19 中止 

高次脳機能障害家族交流会 4 中止 

 

 

 ７．食生活改善協議会への支援 
※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により一部中止となった事業があります。 

 

目的：地域ボランティア組織である食生活改善協議会の育成及び新たな人材の      

養成に努め、その自主性を尊重した活用を図ることにより、「私達の健康      

は私達の手で」をスローガンとした食生活改善活動を地域の中に浸透させ、      

市民の健康増進を図ることを目的としています。 

   内容：地域普及活動（地区栄養教室、男性栄養教室、親子栄養教室等）、会員      

の資質向上のための研修会等各種行事に対する支援を行っています。 

また、新たな人材の養成講座として「考える栄養教室」を実施しています 

（隔年実施）。 

 

 
                         (人)          考える栄養教室        （人） 

 会員数  
 
 

 修了者数 

Ｒ１ 42 Ｈ２９ 17 

Ｒ２ 48 Ｒ１ 15 
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８．感染症対策事業 
 

（１）予防接種（根拠法令 予防接種法第５条） 

目的：伝染のおそれがある疾病の発生やまん延を予防するために、予防接種を  

     行い、公衆衛生の向上及び増進に寄与するとともに、予防接種による健  

     康被害の迅速な救済を図ることを目的としています。 

内容：法律に基づき、集団・個別形式で実施しています。 

 

    ＜予防接種名（対象疾病）＞ 

・ＢＣＧ  

・二種混合（ジフテリア・破傷風） 

・四種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ） 

・ＭＲ（麻しん・風しん） 

・ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型） 

・小児用肺炎球菌 

・子宮頸がん 

・インフルエンザ 

・水痘 

・高齢者肺炎球菌 

・日本脳炎 

・Ｂ型肝炎 

・ロタウイルス 

 

          

①集団接種 

ア）ＢＣＧ 

対象：１歳に至るまで（標準的接種期間５～８月未満） 

   内容：ＢＣＧを１回接種    年１２回実施 

 

  対象数 接種数（率） 未接種・不明（率）  

Ｒ１ 168 165(98.2) 3(1.8) 

Ｒ２ 174 174（100） 0（0.0） 

     

 

② 個別接種 

ア）二種混合 （ジフテリア・破傷風） 

対象：小学６年生へ４月に案内（満１１歳～１３歳未満） 

内容：二種混合ワクチンを１回接種 

 

  対象数 接種数（率） 未接種・不明（率）  

Ｒ１ 288 264(91.7) 24(8.3) 

Ｒ２ 283   252（89.0） 31（11.0） 
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イ）四種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ） 

対象：生後３～９０月未満 

内容：１期初回は３～８週の間隔で３回（１２月までに） 

１期初回接種（３回）終了後１２～１８月までの間隔で追加接種 

 

 年 齢 対象数 接種者（率） 未接種者（率） 

Ｒ１ 

１歳児 170 166(97.6) 4(2.4) 

１歳６ヶ月児 183 177(96.7) 6(3.3) 

２歳児 179 176(98.3) 3(1.7) 

３歳児 178 175(98.3) 3(1.7) 

Ｒ２ 

１歳児 173 172(99.4) 1(0.6) 

１歳６ヶ月児 158 156(98.7) 2(1.3) 

２歳児 172 169(98.3) 3(1.7) 

３歳児 178 172(96.6) 6(3.4) 

 

 

ウ）水痘 

対象：１歳～３歳未満 

内容：水痘ワクチンを生後１２月～１５月に至るまでに初回接種を行い、追加 

接種は初回接種終了後６月～１２月に至るまでの間隔をおいて１回接種 

     

 
年 齢 対象数 接種(率) 自然感染(率) 未接種(率) 

Ｒ１ 

１歳児 170 156(91.8) 0(0.0) 14(8.2) 

２歳児 179 172(96.1) 1(0.6) 6(3.3) 

３歳児 178 169(94.9) 2(1.1) 7(4.0) 

４歳児 234 223(95.3) 3(1.3) 8(3.4) 

５歳児 211 203(96.2) 4(1.9) 4(1.9) 

６歳児 224 209(93.3) 12(5.4) 3(1.3) 

Ｒ２ 

１歳児 173 171(98.8) 0(0.0) 2(1.2) 

２歳児 172 167(97.1) 1(0.6) 5(2.9) 

３歳児 178 170(95.5) 0(0.0) 8(4.5) 

４歳児 181 173(95.6) 2(1.1) 8(4.4) 

５歳児 240 232(96.6) 4(1.7) 8(3.4) 

６歳児 218 208(95.4) 5(2.3) 10(4.6) 
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エ）ＭＲ 

対象：ＭＲ１期－生後１２～２４月未満 

ＭＲ２期－５歳以上７歳未満 小学校就学前 

内容：ＭＲ１期－１歳になったらなるべく早く１回接種 

    ＭＲ２期－小学校就学前の１年間に１回接種 

 

     ＜ＭＲ１期＞ 

  年 齢 対象数 接種数（率） 未接種・不明（率）  

Ｒ１ 

１歳３ヶ月児 174 163(93.7) 11(6.3) 

１歳６ヶ月児 183 174(95.1) 9(4.9) 

２歳児 179 173(96.6) 6(3.4) 

３歳児 178 170(95.5) 8(4.5) 

Ｒ２ 

１歳３ヶ月児 172 159(92.4) 13(7.6) 

１歳６ヶ月児 158 154(97.5) 4(2.5) 

２歳児 172 167(97.1) 5(2.9) 

３歳児 178 170(95.5) 8(5.0) 

 

     ＜ＭＲ２期＞ 

  対象数 接種数（率） 未接種・不明（率）  

Ｒ１ 222 220(99.1) 2(0.9) 

Ｒ２ 208 200(96.2) 8(3.8) 

 

     

オ）ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型） 

対象：生後２月から５歳未満 

内容：初回は生後７月に至るまでに３回接種 

   追加接種は初回接種終了後、７～１３月までの間隔をおいて１回 

接種（初回接種開始年齢などにより回数が異なる） 

 

 年齢 対象数 接種数（率） 未接種・不明(率) 

Ｒ１ 

０歳 155 154(99.4) 1(0.6) 

１歳 170 166(97.6) 4(2.4) 

２歳 179 175(97.8) 4(2.2) 

３歳 178 175(98.3) 3(1.7) 

４歳 234 226(96.6) 8(3.4) 

５歳 211 207(98.1) 4(1.9) 
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 年齢 対象数 接種数（率） 未接種・不明(率) 

Ｒ２ 

０歳 155 154(99.4) 1(0.6) 

１歳 173 172(99.4) 1(0.6) 

２歳 172 169(98.3) 3(1.7) 

３歳 178 171(96.0) 7(4.0) 

４歳 181 178(98.3) 3(1.7) 

５歳 240 233(97.1) 7(2.9) 

 

 

カ）小児用肺炎球菌 

対象：生後２月から５歳未満 

内容：初回は生後７月に至るまでに３回接種 

   追加接種は初回接種終了後、６０日以上の間隔をおいて生後 

１２～１５月に１回接種（初回接種開始年齢などにより回数が異なる） 

 

 年齢 対象数 接種数（率） 未接種・不明(率) 

Ｒ１ 

０歳 155 154(99.4) 1(0.6) 

１歳 170 166(97.6) 4(2.4) 

２歳 179 175(97.8) 4(2.2) 

３歳 178 175(98.3) 3(1.7) 

４歳 234 226(96.6) 8(3.4) 

５歳 211 207(98.1) 4(1.9) 

Ｒ２ 

０歳 155 154(99.4) 1(0.6) 

１歳 173 172(99.4) 1(0.6) 

２歳 172 169(98.3) 3(1.7) 

３歳 178 171(96.0) 7(4.0) 

４歳 181 178(98.3) 3(1.7) 

５歳 240 233(97.1) 7(2.9) 
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キ）日本脳炎 

対象：１期－生後６月から９０月未満まで 

   ２期－９歳から１３歳未満まで 

内容：１期初回は２回、１期追加は１期初回接種終了後６月以上あけて１回接種 

２期は１回接種 

 

 

 年齢 対象数 接種数（率） 未接種・不明(率) 

Ｒ１ 

３歳 178 134(75.3) 44(24.7) 

４歳 234 215(91.9) 19(8.1) 

５歳 211 199(94.3) 12(5.7) 

６歳 226 211(93.4) 15(6.6) 

７歳 226 210(92.9) 16(7.1) 

９歳 229 210(91.7) 19(8.3) 

１０歳 266 224(84.2) 42(15.8) 

１１歳 282 201(71.3) 81(28.7) 

１２歳 292 251(86.0) 41(14.0) 

１３歳 283 199(70.3) 84(29.7) 

Ｒ２ 

３歳 178 149(83.7) 29(16.3) 

４歳 181 165(91.2) 16(8.8) 

５歳 240 225(93.8) 15(6.2) 

６歳 218 208(95.4) 10(4.6) 

７歳 236 225(95.3) 11(4.7) 

９歳 246 227(92.3) 19(7.7) 

１０歳 231 212(91.8) 19(8.2) 

１１歳 267 229(85.8) 38(14.2) 

１２歳 283 243(85.9) 40(14.1) 

１３歳 289 251(86.9) 38(13.1) 

 

 

ク）Ｂ型肝炎 

対象：生後２月から１歳未満 

内容：初回接種は２回。追加接種は１回目の接種から１３９日以上あけて１回接種 

 

  対象数 接種数（率） 未接種・不明（率）  

 
Ｒ１ 155 154(99.4) 1(0.6) 

 Ｒ２ 153 153(100) 0(0.0)  
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ケ）ロタウイルス 

対象：生後２か月～生後２４週まで又は生後３２週まで。令和２年８月以降生まれ 

内容：令和２年１０月１日開始。１価（ロタリックス）は生後２４週まで。５価（ロ

タテック）は生後３２週まで。４週間隔で３回経口接種。 

 

  対象数 接種数（率） 未接種・不明（率）  

 
Ｒ２ 81 81(100) 0(0.0) 

 

コ）子宮頸がん 

対象：中学１年生から高校１年生 

内容：半年間に３回接種（２価または４価ワクチン） 

   ※平成２５年６月１４日付の通知で厚生労働省より「ワクチンとの因果関係を否 

定できない持続的な疼痛が子宮頸がんワクチンの接種後に特異的に見られたこ 

とから、この副反応の発生頻度等が明らかになり、国民に適切な情報提供がで 

きるまでの間、定期接種を積極的に勧奨すべきではない」とされ、積極的な勧 

奨の一時差し止めが決定し現在に至っています。 

○平成２９年度の接種者は１名。 

○平成３０年度の接種者は１名（平成２９年度と同人物）。 

○令和元年度の接種者は１名。 

○令和２年度の接種者は２１名。(10月厚労省から対象者への情報周知する旨、

通達あり。高校1年生へ周知し希望者へは案内を送付） 

 

サ）高齢者肺炎球菌 

対象：過去に高齢者肺炎球菌を接種したことがない６５歳の者 

   ６０歳以上６５歳未満の心臓、腎臓、もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不

全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する者。経過措置として令和元年度

から令和５年度までは、各該当年度に６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８

５歳、９０歳、９５歳、１００歳となる者が対象。令和元年度は１０１歳以

上となる者も対象とする。（身障者への案内は60～64歳で1回のみ送付） 

内容：２３価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチンを１回接種 

 

 年齢 対象数 接種数（率） 

Ｒ１ 

６０歳～６４歳     4（案内数） 2(50.0) 

６５歳 504 212(42.1) 

７０歳 356 59(16.6) 

７５歳 195 39(20.0) 

８０歳 195 41(21.0) 

８５歳 174 24(13.8) 

９０歳 126 23(18.3) 

９５歳 45 4(8.9) 

１００歳以上 18 1(5.6) 

計 1,617 405(25.0) 
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 年齢 対象数 接種数（率） 

Ｒ２ 

６０歳～６４歳     6（案内数） 2（33.3） 

６５歳 443 203(45.8) 

７０歳 397 78(19.7) 

７５歳 196 50(25.5) 

８０歳 216 58(26.9) 

８５歳 185 39(21.1) 

９０歳 120 19(15.8) 

９５歳 51 8(15.7) 

１００歳 13 2(15.4) 

計 1,627 459(28.2) 

 

 

シ）インフルエンザ 

対象：６５歳以上及び６０歳以上６５歳未満であって、心臓、腎臓、呼吸器の  

      機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する者 

 

  対象数 接種数（率）  

Ｒ１ 12,637 6,915(54.7) 

Ｒ２ 12,601 7,775(61.7) 

 

 

（２）風しん緊急対策事業（根拠法令 予防接種法第５条） 

目的：風しんの抗体保有率が低い世代の男性の抗体保有率を引き上げ、風しんの発

生及びまん延を予防することを目的としています。  

※令和元年度から令和３年度までの時限措置 

内容：対象者へクーポン券を送付し、抗体検査及びＭＲ５期の予防接種（抗体検査

陰性者のみ）を無料で実施しています。 

対象：昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性 

※令和元年度は昭和47年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性にクー

ポン券を送付（一部、昭和37年４月２日～昭和47年４月１日生まれの男性で

希望する者も抗体検査及び予防接種の実施） 

 

 項目 対象者数 
受診者数 

集団 個別 合計(率) 

Ｒ１ 
抗体検査 1,682 25（1.5） 349（20.7） 374（22.2） 

予防接種 83 - 57（68.7） 57（68.7） 

Ｒ２ 
抗体検査 3,280 57（1.7） 449（13.7） 506（15.4） 

予防接種 128 - 99（77.3） 99（77.3） 

   ※ 予防接種の対象者数は抗体検査受検者のうち陰性者数 
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（３）結核検診（根拠法令 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する  

法律第５３条の２） 

目的：結核は、発病の初期には自覚症状を伴わないことが多いため、治療の時 

期が遅れ、他に伝染させる場合が多いことから、これを防止し、早期に 

発見することを目的としています。 

内容：市内在住の満６５歳以上の方に対し、胸部レントゲン検査を行っています。 

 

                                                                        人数（割合） 

  対象者数 受診者数（率） 要精検者数 精検受診者数 発見者 

Ｒ１ 10,409 2,398(23.0) 63(2.6) 46(73.0) 0(0.0) 

Ｒ２ 10,387 1,864(17.9) 45(2.4) 34(75.6) 2(5.9) 

                                               ※肺がん検診も数値に含む 

 

 

（４）エキノコックス症検診（関係要領 北海道エキノコックス症対策実施要領） 

目的：エキノコックス症患者を早期に発見し、早期治療に結びつけることや、 

予防のための知識の普及を図ることを目的としています。 

   内容：小学校３年生以上の市民（異常なしの健康診断の結果、５年以上未受 

診の者）を対象とし、血清検査（採血）を実施しています。 

 

                                                                     （人） 

  検診受診者数 異常なし 疑陽性 陽性  

Ｒ１ 505 504 1 0 

Ｒ２ 451 451 0 0 

        

 

 

 

９．救急医療対策事業  （根拠法令 医療法） 

 

目的：夜間・休日等における急な病気やケガなどの時、安心して受診できる体 

制を確保することを目的としています。 

内容：１）軽症の救急患者に対応する一次救急医療の実施 

２）入院治療が必要な重症の救急患者に対応する西胆振管内７病院によ 

る輪番制に対する運営費負担 

 

一次救急医療診療実人員 

                                                                    （人） 

  診療日数 診療人員 １日当り診療人員  

Ｒ１ 366 2,710 7.4 

Ｒ２ 365 1,668 4.6 
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10．献血推進事業   

 

   目的：献血事業者である北海道赤十字血液センターへの支援、協力による輸血 

用血液の確保により、市民の医療・福祉の向上を目的としています。 

   内容：１）北海道赤十字センターの実施する定期献血への支援、協力 

２）「広報だて」による献血日程のお知らせや日赤フェスティバルでの 

献血のＰＲ 

 

  実施回数 献血人数  

Ｒ１ 16 746 

Ｒ２ 19 733 
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